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治
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新

W
B
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モ
デ
ル

五

M
O
I
R
A

付
オ
ラ
ン
ダ
学
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
予
測

同
潜
在
食
糧
生
産
力
と
可
消
費
蛋
白
質
換
算

臼
農
業
生
産
の
決
定

品
開
食
糧
消
費
の
決
定

伺

M
O
I
R
A
の
均
衡
メ
カ
ニ
ズ
ム

六

結

び
本
稿
の
背
景
と
課
題

日
本
の
食
糧
の
海
外
依
存
度
は
、
現
在
(
昭
和
五
七
年
)
、
カ
ロ
リ
ー

ベ
!
ス
で
四
七
%
、
穀
物
で
六
七
%
に
達
し
て
い
る
。
我
が
国
は
、
食
糧

の
純
輸
入
額
で
は
、

E
C
域
内
貿
易
の
比
重
の
高
い
西
ド
イ
ツ
を
除
け
ば
、

世
界
最
大
の
輸
入
国
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
食
糧
の
安
定
供
給
は
、

世
界
の
食
糧
需
給
と
の
関
連
を
抜
き
に
諮
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
お

り
、
世
界
の
食
糧
需
給
の
動
向
は
、
国
民
的
関
心
事
で
あ
る
と
と
も
に
、

食
糧
、
農
業
政
策
の
検
討
に
あ
た
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
情

報
で
あ
る
。

ま
た
、
わ
が
国
は
、
今
や
資
本
主
義
経
済
圏
第
二
位
の
経
済
大
国
で
あ

り
、
飢
餓
と
栄
養
不
足
に
悩
む
多
く
の
開
発
途
上
国
の
人
々
に
対
し
て
、

食
糧
、
農
業
分
野
に
お
け
る
開
発
協
力
を
行
な
う
こ
と
は
、
先
進
国
と
し

て
の
国
際
的
責
務
で
あ
る
o
F
A
O
等
の
国
際
機
関
と
も
協
力
し
て
、
こ

う
し
た
開
発
協
力
の
方
向
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
判
断
材
料
と
し

九
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て
、
世
界
の
食
糧
需
給
の
現
状
と
展
開
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

経
済
的
な
政
策
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
判
断
材
料
と
し
て
、
第
一

に
問
題
と
な
る
対
象
の
現
状
分
析
が
必
要
で
あ
り
、
第
二
に
そ
の
総
合
化

に
よ
る
対
象
の
構
造
の
把
握
が
行
な
わ
れ
、
第
三
に
、
政
策
選
択
の
組
み

合
わ
せ
に
応
じ
た
代
替
的
な
将
来
展
望
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

政
策
選
択
は
何
を
ど
の
程
度
行
な
う
か
と
い
う
意
味
で
、
質
的
で
あ
る

と
と
も
に
量
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
分
析
、
総
合
、
展
望
も
統
計
数
値

や
予
測
を
も
重
要
な
判
断
資
料
と
し
つ
つ
、
具
体
的
に
行
な
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

世
界
の
食
糧
需
給
の
長
期
展
望
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
国
連
食
糧
農
業

機
関

(
F
A
O
)
や
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省

(
U
S
D
A
)
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
て
き
た
が
、
農
林
水
産
省
は
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
っ
て
、

一
九
七
四
年
に
わ
が
国
と
し
て
は
初
め
て
一
九
八
五
年
ま
で
の
世
界
の
食

糧
需
給
の
予
測
作
業
を
行
な
い
、
こ
の
時
開
発
さ
れ
た
計
量
経
済
モ
デ
ル

を
改
良
し
て
、
一
九
八
二
年
に
は
、
二

0
0
0年
ま
で
の
予
測
を
発
表
し

た
。
こ
の
モ
デ
ル
の
開
発
は
、
当
時
農
林
水
産
省
内
に
設
置
さ
れ
た
「
世

界
農
産
物
需
給
予
測
研
究
会
」
(
主
査
、
逸
見
謙
三
東
大
教
授
)
に
参
加
さ

れ
た
諸
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
専
門
家
の
協
力
と
、
前
記
F
A
O

や
U
S
D
A
の
研
究
成
果
の
上
に
立
っ
て
始
め
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
研
究
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
世
界

九
四

食
糧
需
給
予
測
を
行
な
う
こ
と
は
、
わ
が
国
内
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
も

積
極
的
な
貢
献
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、
既
存
の
世
界
全
体
の
食
糧

需
給
を
対
象
と
し
た
四
つ
の
代
表
的
予
測
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
を
紹
介

し
つ
つ
、
わ
が
国
に
お
い
て
開
発
さ
れ
た
モ
デ
ル
の
今
後
の
改
良
の
方
向

を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
予
測
方
法
と
は
、

F
A
O

の
推
計
、

U
S
D
A
の
G
O
L
モ
デ
ル
、
日
本
の
モ
デ
ル
(
以
下
毛
2
5

∞E
K
M
1
8仏
云
色
。
-
-
略
し
て
W
B
F
モ
デ
ル
と
い
う
)
、
オ
ラ
ン
ダ
の

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
フ
リ
i
大
学
と
ワ
ヘ
ニ
ン
グ
ン
農
業
大
学
の
合
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
に
よ
る
M
O
I
R
A
(
冨
邑
乙
え

H20自
己
E
固
と

何
色
忠
一
ロ
ロ
m
E
〉
m
z
g
-
E
Hる
で
あ
る
。

(
l〉

わ
が
国
で
は
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
す
で
に
原
洋
之
介
ら
の
研
究
が
あ

る
。
本
稿
は
、
こ
の
研
究
の
成
果
を
も
参
考
と
し
つ
つ
、
日
本
の
W
B
F

モ
デ
ル
の
開
発
と
改
良
を
直
接
手
が
け
て
き
た
筆
者
の
経
験
を
踏
ま
え
、

今
後
さ
ら
に
改
良
を
加
え
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
予
測
を
行
な
う
と
い
う
実
践

的
観
点
に
立
っ
て
、
既
存
の
代
表
的
な
世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法
を
整

理
、
紹
介
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
し
、

W
B
F
モ
デ
ル
の
今
後

の
改
良
方
向
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

注
(

l

)

原
洋
之
介
他
『
世
界
食
糧
需
給
予
測
の
比
較
研
究
』
(
総
合

研
究
開
発
機
構
、
一
九
八
二
年
)
。



(

I

)

 

F
A
O
の
予
測
方
法

H
ニ
つ
の
系
列
の
予
測

F
A
O
の
世
界
食
糧
需
給
予
測
に
は
二
つ
の
系
列
が
あ
る
。
一
つ
は
、

(

2

)

 

一
九
六
二
年
発
表
の
一
九
七

O
年
を
目
標
年
次
と
す
る
最
初
の
予
測
以
来
、

(

3

)

 

一
九
六
七
年
発
表
の
一
九
七
五
、
八
五
年
予
測
、
一
九
七
一
年
発
表
の
一

(

4

)

(

5

)

 

九
八
O
年
予
測
、
一
九
七
九
年
発
表
の
一
九
八
五
年
予
測
と
過
去
四
回
行

な
わ
れ
て
き
た
中
長
期
予
測
の
系
列
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
一
九
六
九

〈

6
〉

年
発
表
の
「
農
業
開
発
の
た
め
の
世
界
指
標
計
画
」
に
お
け
る
一
九
八
五

(
7
)
 

年
の
予
測
と
一
九
八
一
年
発
表
の
「
二

0
0
0年
の
農
業
」
の
二
つ
で
あ

る
。
前
者
の
系
列
は
、
中
長
期
の
商
品
別
の
需
給
予
測
そ
の
も
の
で
あ
る
。

後
者
の
系
列
は
、
第
二
次
お
よ
び
第
三
次
の
「
国
連
開
発
の
十
年
」
計
画

策
定
に
当
た
っ
て
、

F
A
O
が
そ
の
専
門
機
関
の
一
つ
と
し
て
総
合
的
な

長
期
の
農
業
開
発
計
画
を
準
備
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
食
糧
需
給
予
測
を

行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

後
者
の
系
列
の
需
給
予
測
は
、
前
者
の
系
列
の
予
測
を
出
発
点
と
し
て
、

一
部
デ
l
タ
の
更
新
に
伴
う
修
正
を
行
な
っ
た
り
(
「
農
業
開
発
の
た
め

の
世
界
指
標
計
画
」
の
場
合
)
、
よ
り
長
期
に
そ
の
傾
向
を
延
長
し
た
も

の
を
基
礎
と
し
て
お
り
(
「
二

0
0
0年
に
向
け
て
の
農
業
」
の
場
合
)
、

方
法
の
み
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
基
本
的
に
同
じ
と
考
え
て
よ
い
。
そ
こ
で
、

本
稿
で
は
、
方
法
の
詳
細
が
公
表
さ
れ
て
い
る
前
者
の
系
列
を
中
心
に
紹

《
ノ
l
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

介
す
る
。

同
目
的
と
対
象

F
A
O
の
食
糧
需
給
予
測
は
、
「
飢
餓
問
題
と
も
関
連
さ
せ
つ
つ
:
j

農
産
物
の
生
産
及
び
需
要
の
見
通
し
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

傾
向
が
続
く
場
合
に
起
り
得
る
問
題
点
に
つ
い
て
事
前
に
警
告
を
与
え
、

(

8

)

 

望
ま
し
く
な
い
事
態
が
現
実
化
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
、
多
く
の
開
発
途
上
の
中
小

国
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
農
林
水
産
物
の
生
産
、
需
要
、
輸
出
入

量
等
の
見
通
し
を
推
計
し
、
そ
の
政
策
選
択
の
た
め
の
資
料
を
提
供
す
る

こ
と
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

F
A
O
の
予
測
で
は
、
人
的
予
算
的
資

源
の
許
す
範
囲
内
で
、
で
き
る
限
り
多
く
の
国
と
で
き
る
限
り
多
く
の
農

林
水
産
品
を
対
象
に
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

一
九
七
一
年
発
表
の
一
九
八

O
年
予
測
で
は
、
一
三
一
一
カ
国
(
全
世
界

人
口
の
九
九
・
六
%
を
カ
ヴ
ア
|
)
ご
と
に
、
需
要
に
つ
い
て
は
六

O
品

目
、
生
産
に
つ
い
て
は
四
O
品
目
の
農
林
水
産
物
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
七
九
年
発
表
の
一
九
八
五
年
予
測
で
は
、
予
算
上
の
制
約
と

開
発
途
上
国
の
現
地
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
優
先
政
策
の
結
果
、
対
象
国
は

一三

0
カ
国
と
前
回
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
対
象
品
目
の
範
囲
に
皮
革

と
キ
ヤ
ツ
サ
パ
の
二
品
目
を
加
え
な
が
ら
も
、
二
一
品
目
分
類
に
集
計
さ

れ
た
レ
ベ
ル
で
予
測
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

九
五
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世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

(司

予
測
方
法
の
概
略

F
A
O
の
食
糧
需
給
予
測
は
、
一
九
六
二
年
の
第
一
回
の
予
測
以
来
第

(
9
)
 

四
固
ま
で
、
基
本
的
に
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
品
目
、

各
国
別
に
、
需
要
量
、
供
給
量
お
よ
び
こ
れ
ら
の
差
と
し
て
の
純
輸
出
入

量
の
第
一
次
推
計
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
各
国
の
現
状
の
食
糧
需

給
関
連
政
策
や
価
格
関
係
が
予
測
期
間
に
わ
た
っ
て
変
わ
ら
な
い
と
仮
定

さ
れ
る
。
あ
る
品
目
に
つ
い
て
こ
の
第
一
次
推
計
値
の
輸
出
可
能
量
お
よ

び
輸
入
必
要
量
の
世
界
計
を
求
め
、
そ
の
差
が
き
わ
め
て
大
き
く
、
非
現

実
的
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
現
実
の
世
界
的
な
需
給
で
は
価
格
の
変
化

に
よ
っ
て
需
給
の
調
整
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
再
度
各
国
ご

と
に
需
要
と
生
産
の
推
計
値
を
見
直
し
、
修
正
が
行
な
わ
れ
る
。

需
給
の
予
測
値
は
第
一
回
か
ら
第
三
固
ま
で
は
、
一
つ
の
ケ
l
ス
の
み

に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
が
、
一
九
七
九
年
発
表
の
一
九
八
五
年
予
測
で
は
、

「
基
本
(
回

g
w
)」
ケ
l
ス
の
他
に
、
各
国
の
経
済
成
長
が
「
基
本
」
ケ

ー
ス
で
前
提
と
し
た
も
の
よ
り
高
い
場
合
を
想
定
し
た
「
補
足

3
名目
M
F‘

B
g
g
q
)」
ケ
l
ス
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
提
条
件
と
し
て

の
経
済
の
長
期
的
見
通
し
が
不
透
明
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
予
測
結
果
に
つ

い
て
の
F
A
O
事
務
局
の
案
と
各
国
政
府
の
意
向
の
聞
の
矛
盾
を
代
替
的

な
ケ
l
ス
の
提
示
に
よ
り
調
整
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
。

(四)

需
要
の
予
測
方
法

九
ノ、

食
用
農
産
物
の
需
要
の
予
測
は
、
食
用
、
飼
料
用
、
工
業
用
、
種
子
用
、

減
耗
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
~
行
な
わ
れ
る
。

食
用
需
要
に
つ
い
て
は
、
国
別
、
品
目
別
に
、
過
去
の
デ
l
タ
お
よ
び

各
国
間
比
較
等
に
基
-
っ
き
、
一
人
当
た
り
需
要
量
を
一
人
当
た
り
個
人
消

費
支
出
と
ト
レ
ン
ド
で
説
明
す
る
一
定
の
需
要
関
数
を
選
択
し
、
こ
の
関

数
に
、
目
標
年
次
の
人
口
と
国
別
G
D
P
か
ら
推
計
し
た
一
人
当
た
り
の

個
人
消
費
支
出
の
値
を
与
え
て
目
標
年
次
の
一
人
当
た
り
需
要
量
を
求
め

る
。
こ
れ
に
人
口
の
予
測
値
を
乗
じ
て
食
用
需
要
総
量
が
決
ま
る
。
人
口

の
予
測
値
は
、
国
連
人
口
部
の
中
位
推
計
を
最
近
年
の
動
向
を
考
慮
し
て

修
正
し
た
も
の
を
用
い
、

G
D
P
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
過
去
の
ト

レ
ン
ド
で
延
長
し
て
い
る
が
、
一
九
七
九
年
発
表
の
一
九
八
五
年
予
測
の

「
補
足
」
ケ
1
ス
で
は
、
各
国
の
開
発
計
画
や
、
先
進
国
の
経
済
成
長
の

回
復
を
見
込
ん
だ
よ
り
高
い
経
済
成
長
を
想
定
し
て
い
る
。

食
用
の
需
要
予
測
に
用
い
ら
れ
た
関
数
は
、
第
一
図
に
示
す
四
種
類
で

あ
る
が
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
符
号
と
そ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
グ
ラ
フ
表
示

で
は
八
つ
の
形
と
な
る
。
通
常
需
要
関
数
の
推
計
で
は
、
こ
こ
に
示
さ
れ

た
も
の
の
他
に
、
最
も
単
純
な
型
と
し
て
、
一
次
(
線
形
〉
の
関
数
型

(
辺

H
R
+守
w

匂
二
〉
出
汁
之
官
何
一
滞
陣
w

h

円
二
〉
印
日
付
三
苫
滞
u川

E

M

問
汁
ロ
ヨ
諭
)
の
特
定
化
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
パ

ラ
メ
ー
タ
d

の
符
号
に
応
じ
て
、
そ
の
グ
ラ
フ
表
示
の
形
は
、
二
つ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
一
人
当
た
り
需
要
量
の
変
化
を
一
人
当
た



九
七

Y 

O 

Y 

1.両対数型 logY=a+blogX 

Y→∞ 

劣等財
bくO

η=b 

X 

同数逆数型附=a-Z

X 

p(.)~ 飽和水準 『(.)トーーーーーーー---ーーー『ー

2.セミ対数型 Y=a+blogX
Y 

Y→∞ .. 
2b1-・ー・ーー-ーーーーー・・ーーー

必需品
1 

η=玄

b> 0 ..... ・
Y>b 

bl-ーーーーー喧』ーーーーーーー
FoTj= 1 

bl / I白骨一審修品
玄「ーーー7ηつζ b>O 

I I Yくb
0' • X 
叫(-a/b)叫任旦)

Y→∞ 

劣等財

bくO
=-1 

exp( -./bJ • X 

4対数対数逆数型附=af ch 

(ωc>O) 

Y→四p(a) v 
必需品→ー ~1
X>b ~ 71=玄

exp(a-1 )トーーーーー手寸ー -1

変曲点/ .... ・者修品
回 p(.-2)ト~::/..

引=2

i b 2~ X 
2 

Yt ~→回、η=-2

'¥回一 司劣等財
叫 (.-1)十一 ~-X=-l b<O' 

¥¥1  i 、、 η7=一 o
下式 2

白 P〆寸(

b 2b 
2 

劣等財

+ 

Y: 1人当たり消費量

X: 1人当たり個人消費支出

a， b， c パラメータ

η:個人消費支出弾力性

第 l図 FAO予測における需要関数の形

X 

出所:Agricultural Commodity Projections: 1970-1980， Volume 11， 
FAO， 1971， p. XLII. 
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世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

り
消
費
支
出
と
い
う
一
変
数
で
説
明
す
る
と
い
う
単
純
な
関
数
式
で
あ
っ

て
も
五
種
類
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
関
数
の
特
定
化
に
あ
た
っ
て
、
一
人
当

た
り
個
人
消
費
支
出
以
外
の
変
数
を
説
明
変
数
に
加
え
る
と
関
数
の
型
は

幾
何
級
数
的
に
増
加
す
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
考
え
ら
れ
て
い
る
関
数
型

で
は
、
変
数
の
変
換
の
範
囲
は
、
対
数
と
逆
数
に
限
ら
れ
て
お
り
、
変
換

後
の
変
数
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
変
数
間
の
結
合
も
線
形
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
需
要
関
数
の
形
は
、
説
明
変
数
の
種
類
と
そ
の
数
、
変
換

の
方
法
、
変
数
の
結
合
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
無
数
に
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
あ
る
説
明
さ
る
べ
き
変
数
に
関
し
て
こ
の
よ
う
に
無
数
に
あ

る
関
数
の
中
か
ら
特
定
の
関
数
を
選
ぶ
明
確
な
基
準
、
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
せ
い
ぜ
い
「
分
析
の
目
的
に
て
ら
し
て
許
容
し
得
る
程
度
に
現
実
を

(ω
〉

よ
く
近
似
し
て
い
る
」
と
い
う
程
度
の
判
断
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で

あ
る
。
計
量
経
済
学
の
教
科
書
で
は
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
計
値
が
、
誤
差

項
の
確
率
分
布
に
関
し
て
多
変
量
正
規
分
布
な
ど
い
く
つ
か
の
仮
定
が
成

立
す
る
な
ら
ば
、
一
定
の
基
準
(
最
小
分
散
、
不
偏
性
な
ど
)
を
満
た
し
、

統
計
的
推
論
が
行
な
え
る
と
い
う
点
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
線
形
の

(

日

)

回
帰
式
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
前
記
の
需
要
予
測
式
の
多
く
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、
一
人
当
た
り
消
費
支
出
の
増
加
に
伴
っ
て
、
所
得
弾

力
性
が
低
下
す
る
よ
う
に
関
数
を
特
定
化
し
た
り
、
消
費
量
そ
の
も
の
が

飽
和
水
準
に
近
づ
く
よ
う
な
関
数
を
選
ん
だ
り
す
る
。
つ
ま
り
、
特
定
の

九
八

関
数
の
選
択
は
パ
ラ
メ
ー
タ
推
計
の
容
易
さ
と
、
内
挿
推
計
値
、
予
測
値

(
外
挿
推
計
値
)
の
妥
当
性
な
ど
、
便
宜
的
、
常
識
的
判
断
に
よ
ら
ざ
る

(

ロ

)

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

F
A
O
の
需
要
量
の
推
計
は
、
直
接
食
用
の
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い

て
も
用
途
別
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

飼
料
用
需
要
は
、
穀
物
、
泊
糧
種
子
か
す
が
主
で
あ
る
が
、
畜
産
物
の

生
産
の
予
測
値
か
ら
、
投
入
|
産
出
係
数
を
用
い
て
推
計
さ
れ
る
。
こ
の

場
合
、
濃
厚
飼
料
給
与
率
お
よ
び
飼
料
効
率
に
つ
い
て
の
近
年
の
傾
向
と

将
来
方
向
が
考
慮
さ
れ
る
。

工
業
用
の
需
要
は
、

G
D
P
に
関
す
る
「
基
本
」
と
「
補
足
」
の
二
つ

の
予
測
値
に
リ
ン
ク
し
て
決
め
ら
れ
る
。
種
子
用
は
面
積
当
た
り
種
子
量

が
一
定
と
仮
定
し
て
求
め
ら
れ
る
。
減
耗
量
は
、
以
上
の
各
需
要
の
合
計

に
対
し
て
一
定
比
率
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。

出
門
生
産
の
予
測
方
法

生
産
の
予
測
は
、
耕
種
作
物
に
つ
い
て
は
、
収
穫
面
積
と
単
収
の
予
測

値
に
基
づ
い
て
お
り
、
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
家
畜
頭
羽
数
、
と
殺
率
お

よ
び
単
位
頭
羽
数
当
た
り
生
産
量
に
も
と
，
つ
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
目

標
年
次
は
平
常
年
、
つ
ま
り
、
豊
凶
に
つ
い
て
平
均
的
な
年
と
み
な
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
変
動
幅
に
つ
い
て
の
考
慮
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

収
穫
面
積
は
、
過
去
の
タ
イ
ム
シ
リ
ー
ズ
デ
ー
タ
に
当
て
は
め
た
傾
向



線
を
延
長
し
て
予
測
値
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
一
九
七
一
年
発
表

の
第
三
回
予
測
ま
で
は
、
単
純
に
ト
レ
ン
ド
変
数
の
み
を
説
明
変
数
と
す

る
関
数
型
が
使
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
一
九
七
九
年
発
表
の
第
四
回
の

予
測
で
は
、
説
明
変
数
に
名
目
卸
売
価
格
を
卸
売
価
格
指
数
で
除
し
て
求

め
た
実
質
価
格
を
加
え
た
型
の
関
数
を
推
計
し
、
こ
の
実
質
価
格
が
一
定

と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
つ
ま
り
名
目
価
格
で
は
一
般
的
物
価
と
同
率
の

価
格
変
化
を
前
提
と
し
て
、
予
測
年
の
収
穫
面
積
の
第
一
段
階
の
値
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
単
収
に
つ
い
て
は
、
単
純
に
タ
イ
ム
シ
リ
ー
ズ
デ
l
タ

の
分
析
に
よ
る
外
揮
値
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
関
数
と
し
て

(

口

)

は
以
下
の
四
つ
の
型
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

@

掛

知

連

国

蔀

持

、

H
E
+
と

⑧

e

町
山
門
司
、

E
週刊
n
r
m
'
V
-
E
-
+乞

@
q
H
4
7
・、U
仰
難
波

E
週
刊
刀
、
~
ご
H
白
十
宮
古

⑥
川
肉
河
田
蔀
M

n

υ

I

Q

十

~vh+町、+弘、

こ
こ
で
、

y
は
収
穫
面
積
ま
た
は
単
収
、

t
は
タ
イ
ム
ト
レ
ン
ド
、

α
、

b
、

c
、
d
は
パ
ラ
メ
ー
タ
、
③
式
の

y
と
t
に
つ
い
て
い
る
ミ
h

は、

そ
れ
ぞ
れ
の
デ
l
タ
に
見
H

の
重
み
を
つ
け
て
式
を
推
計
す
る
こ
と
を
示

す。
こ
こ
で
も
ど
の
関
数
型
を
選
択
す
る
か
は
、
予
測
の
結
果
の
現
実
的
妥

当
性
を
判
断
し
て
決
め
ら
れ
る
。

家
畜
の
単
位
頭
羽
数
当
た
り
生
産
量
や
と
殺
率
は
同
様
に
タ
イ
ム
シ
リ

《
ノ
l
卜
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

ー
ズ
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
る
外
掃
傭
が
第
一
段
階
の
予
測
値
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
家
畜
の
飼
養
頭
羽
数
の
予
測
に
あ
た
っ
て
は
、
説
明
変
数
と

し
て
ト
レ
ン
ド
変
数
の
他
に
実
質
価
格
を
加
え
て
い
る
。

生
産
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
く
ト
レ
ン
ド
の
外
揮
値
は
、
耕
種

作
物
、
畜
産
物
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
実
質
価
格
一
定
と
い
う
条
件
の
も

と
で
の
予
測
の
第
一
次
試
算
値
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
各
国
の
需
給

政
策
や
耕
地
開
発
の
限
界
等
の
諸
条
件
を
加
味
し
て
修
正
が
加
え
ら
れ
る
。

特
に
一
九
七
九
年
発
表
の
第
四
回
予
測
に
お
け
る
「
補
足
」
予
測
で
は
、

各
国
の
経
済
計
画
等
を
考
慮
し
て
よ
り
意
欲
的
な
方
向
で
生
産
見
通
し
の

修
正
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

同
貿
易
の
予
測
と
調
整

品
目
別
に
国
別
の
需
要
量
と
生
産
量
の
予
測
値
か
ら
求
め
ら
れ
る
輸
入

需
要
量
ま
た
は
輸
出
可
能
量
を
す
べ
て
の
国
に
つ
い
て
合
計
す
る
と
、
世

界
全
体
と
し
て
の
不
足
量
ま
た
は
過
剰
量
が
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
過
不
足

量
が
か
な
り
大
き
な
も
の
に
達
し
た
場
合
、
第
三
固
ま
で
の
予
測
で
は
調

整
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
第
四
回
予
測
で
は
、
「
巨
大
な

過
剰
の
蓄
積
は
在
庫
費
用
負
担
か
ら
回
避
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
世
界
レ

(
M〉

ベ
ル
で
の
『
不
足
』
は
現
実
に
は
起
り
得
な
い
」
と
し
て
、
価
格
を
変
化

さ
せ
て
、
需
要
、
供
給
の
調
整
を
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
多
く
の
開
発

途
上
国
に
お
け
る
輸
入
必
要
量
に
つ
い
て
は
、
国
際
収
支
の
困
難
も
考
慮

九
九
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世
界
食
樋
需
給
予
測
の
方
法

し
て
修
正
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

F
A
O
の
需
給
予
測
は
、
品
目
別
、
国
別
に
過
去
の

ト
レ
ン
ド
を
基
礎
と
し
て
予
測
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
関
数
型
の
選
択

や
事
後
的
な
修
正
と
い
う
方
法
で
、
単
純
な
統
計
的
傾
向
の
外
揮
か
ら
、

よ
り
多
く
の
専
門
家
の
現
実
的
判
断
と
全
体
的
相
互
依
存
関
係
を
反
映
さ

せ
る
方
向
で
展
開
し
て
き
た
と
い
え
る
。

注
(

l

)

こ
の
章
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
注
の
(

2

)

か
ら
(
5
〉
に

示
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(

2

)

明
〉
。

w
h
hコ
.
円
程
~
言
、
札
。
σ語
、

E
b
E
2・、
3
h
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¥。、

HU可。
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3
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句
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・
九
回
haミ
E
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h
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U
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ケ
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P
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ミ・

(

4
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u
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同
h
ミ
E
N
H臣
、
札
。
S
H喝
さ
込
川
1
3白
色
』
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R
5
2
~
H
U可。

l
H
8
c
w
〈
。
-
E
5
0
ア

〈
o
E
B
O
同

"-S--

(

5

)

司
〉
。
唱

h
h
w
-
h
g
N
E
E
N
向
。
遺
言
宮
宮
、

MVEhRHh.。詰
HNU1九

日

t
H
U白
h
u
-泊一
HAW-

(

6

)

司
〉
。
唱
同
誌
に
N
E
H
N
S
司
有
旬
、

E
S
'守
、

hhqRNhNH竜
丸

む
き
氏
。
、
S
S
F
石
$
・

(

7

)

パ
門
司
〉
。

u
h
hコ
円
程
NH昌
之
勺
叫

4
2
E、
札
匂
言
。
・

3
3
は

F

A
O
総
会
へ
提
出
さ
れ
た
討
議
資
料
。

同
町
〉
。
u

k

由
旬
、
.
九
円
宮
内
同
臣
、

4
~
叫
4

。
民
話
、
仏

u-2・
5
2
は
パ
門

を
改
訂
し
た
最
終
的
に
公
表
さ
れ
た
報
告
書
。

一O
O

(
自
)
注
(

2

)

の
報
告
書
、
・
z
べ
l
ジ。

(

9

)

ア
イ
オ
ワ
大
学
L
・
ブ
レ
ー
ク
ス
リ

1

7
ら
に
よ
る
司
。
之
札

旬
。
司
、
可
、
。
n
片
足
立

3
F
U
S
E
E叫
b
ミ
ホ
叫
吋
ミ
札
p
-
A
U吋
ω
の
方

法
も
基
本
的
に

F
A
O
の
方
法
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
貿
易

部
分
に

L
P
モ
デ
ル
を
試
み
て
い
る
。

(
ゆ
)
佐
和
隆
光
『
計
量
経
済
学
の
基
礎
』
(
一
九
七

O
年
)
、
一
五

ベ

1
ジ
お
よ
び
同
ぺ

l

ジ
脚
注
参
照
。

(
日
)
右
書
、
五

l
六
ペ
ー
ジ
。

(
ロ
)
決
定
係
数
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の

t
検
定
、
ダ
1
ピ
ゾ
ワ
ト
ソ
ン

比
な
ど
の
統
計
量
は
、
方
程
式
の
妥
当
性
の
基
準
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
例
え
ば
先
の
五
種
類
の
式
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

そ
の
一
つ
が
こ
れ
ら
の
統
計
量
か
ら
み
て
妥
当
と
考
え
ら
れ
る

場
合
、
他
の
式
も
多
く
の
場
合
、
ほ
ほ
同
様
な
統
計
量
が
得
ら

れ
、
と
れ
ら
の
問
の
優
劣
は
、
統
計
量
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

こ
の
こ
と
は
、

F
A
O
予
測
に
お
け
る
需
要
関
数
に
限
ら
ず
、

計
量
経
済
モ
デ
ル
の
方
程
式
の
推
計
一
般
に
言
え
る
こ
と
で
あ

っ
て
、
連
立
方
程
式
モ
デ
ル
に
あ
っ
て
は
、
前
述
の
基
準
に
加

え
て
、
一
本
一
本
の
方
程
式
が
、
モ
デ
ル
全
体
の
パ
フ
ォ

1
7

γ

ス
主
の
関
連
も
考
慮
し
て
選
択
さ
れ
る
。

(
日
)
注
の
(

4

)

の
報
告
書
、
第
二
巻
、
戸
〈
同
ペ
ー
ジ
。

(
凶
)
注
の
(

5

)

の
報
告
書
、
一
二
五
ペ
ー
ジ
。



(

1

)

 

U
S
D
A
の
予
測
用
モ
デ
ル

(ー)

ア
メ
リ
カ
鹿
務
省
の
世
界
食
糧
冊
給
予
測

ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
最
大
の
食
糧
輸
出
国
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
農
民
に

と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
の
農
産
物
需
給
動
向
が
重
大

な
関
心
事
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
の
輸
出
の
な
か
で
も
穀
物
お
よ

び
油
糧
種
子
(
特
に
大
豆
)
の
重
要
性
は
決
定
的
で
あ
る
(
第
l
表
参

照)。こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省

(
U
S
D
A
)
の
重

要
な
役
割
の
一
つ
と
し
て
海
外
農
業
局

(
F
A
S
)
を
中
心
に
世
界
各
国

に
派
遣
さ
れ
た
農
務
官
や
そ
の
他
の
情
報
網
を
通
じ
て
、
全
世
界
の
農
産

物
需
給
情
報
の
収
集
、
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
情
報
の
蓄

積
を
基
礎
に
、
同
省
の
経
済
研
究
局

(
E
R
S
)
で
は
、
内
外
の
食
糧
、

農
業
情
勢
の
分
析
を
行
な
う
と
と
も
に
、
世
界
の
食
糧
需
給
の
予
測
を
行

な
っ
て
い
る
。

U
S
D
A
に
よ
る
本
格
的
な
世
界
の
食
糧
需
給
予
測
は
、
一
九
七
一
年

に
公
表
さ
れ
た
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
こ
こ
で
穀
物
に
つ
い
て
、
初
め
て
、

多
品
目
、
多
数
国
を
対
象
と
す
る
連
立
方
程
式
モ
デ
ル

(
G
R
A
I
N
モ

(

2

)

 

デ
ル
)
を
用
い
て
一
九
八

O
年
の
世
界
食
糧
需
給
予
測
を
行
な
っ
た
。

そ
の
後
U
S
D
A
は
、
一
九
七
四
年
に
、
世
界
食
糧
会
議
の
準
備
と
し(

3〉

て
世
界
の
食
糧
情
勢
の
評
価
と
一
九
八
五
年
へ
の
展
望
を
行
な
っ
て
い
る
。

《
ノ

I
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

主要農産物の世界貿易とアメリカの地位(1982年〉

l世界貿易量|世界生産量|世界貿易にi世界貿易に!日本の輸入
|に占める貿!占める 7メl占める日本|に占める 7

生産量 I C輸 出):易量の比率|りカの輸出|の輸入シェ|メリカのシ

〈千ト:/)I C千トン)I C%) Iシェア(判|ア 〈向 !ェ 7 C狗

麦 l 羽 1，州 104 ， 7∞~~. ~ I :~. ~ I .:': I 

界

，0 .，. .， :J'7.O 

粗粒穀物 日02，14日 104，164 ! 13.0 54.2 17.8 72.1 

米 411，897 18，403 4.5 21. 2 0.5 0.6 

大 王王 92，982 28，916 31. 1 88.3 15.0 96.6 

肉 類 144，615 8，638 6.0 7.8 6.9 23.8 

うち牛肉 45，656 3，309 2.4 3.7 26. 3 

豚肉 55，878 1，662 3.0 3.5 8. 5 23.4 

鶏肉 2ヲ， 810 1，730 15.4 6.1 53.8 

柑きつ類 12.ヲ 10.9 4.3 95.8 

第 l表

世

O 

注(1) 米の生産量はもみベース，貿易量は精米(砕米を含む〕をもみに換算(換

算率0.65) したものである.

(2) 粗粒穀物は小麦，米以外の全穀物である.

(3) 鶏肉は家きん肉の計である.

資料:FAO， Production Yearbook， FAO， Trade Yearboo是，大蔵省『通関統計.J1.



《ノ
I
ト
》

世
界
食
櫨
需
給
予
測
の
方
法

そ
の
方
法
は
、
過
去
の
動
向
か
ら
み
た
要
因
分
析
が
中
心
で
あ
り
、
計
量

的
な
予
測
は
行
な
わ
ず
、
い
わ
ば
次
の
段
階
の
予
測
の
準
備
作
業
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
九
七
八
年
四
月
、

U
S
D
A
は
、
第
二
回
目
の
本
格
的
な
一
九
八
五

(
A
T
)
 

年
を
目
標
年
次
と
す
る
世
界
食
糧
需
給
予
測
を
公
表
し
た
。
こ
の
予
測
で

は
、
前
回
の
G
R
A
I
N
モ
デ
ル
を
改
良
し
、
こ
れ
に
泊
糧
種
子
(
。
ニ
'

Z
E
C
と
畜
産
物
(
ピ
〈

2
5
n
r
p
c
E
n
H与
を
加
え
、
こ
れ
ら
の
頭

文
字
を
取
っ
た
G
O
L
モ
デ
ル
を
使
っ
て
い
る
。

(
5〉

『
西
暦
二

0
0
0年
の
地
球
』
(
吋
マ

C
S弘
N
言。
w

一
九
八

O
年
)

は
、
カ
l
タ
!
大
統
領
の
人
口
、
資
源
、
環
境
問
題
を
踏
ま
え
た
世
界
的

に
み
た
一
一
一
世
紀
展
望
を
求
め
た
諮
問
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
政
府
各
省
庁

の
協
力
に
よ
る
特
別
チ
l
ム
の
報
告
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
示
さ
れ
た
世
界

の
食
種
需
給
予
測
は
、
こ
の
G
O
L
モ
デ
ル
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
二

0
0

0
年
ま
で
の
予
測
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

G
O
L
モ
デ
ル
は
、

G
R
A
I
N
モ
デ
ル
を
基
礎
と
し
て
改
良
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
順
に
紹
介
す
る
。

(=l 

G
R
A
I
N
モ
ヂ
ル

U
S
D
A
が
一
九
七
一
年
の
時
点
で
世
界
の
食
糧
需
給
見
通
し
を
行
な

っ
た
目
的
は
、
「
一
九
八

O
年
の
世
界
の
穀
物
(
小
麦
、
米
、
粗
粒
穀
物
)

の
需
要
見
通
し
を
行
な
う
こ
と
、
な
ら
び
に
あ
り
う
べ
き
生
産
、
貿
易
に

O 

関
す
る
政
策
お
よ
び
計
画
が
世
界
の
穀
物
経
済
に
も
つ
意
味
あ
い
を
究
明

(
6
)
 

す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
こ
の
場
合
特
に
、
開
発
途
上
国
の
穀
物
需
給
の
分

析
と
評
価
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六

0
年
代
に
お
け

る
「
緑
の
革
命
」
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
U
S
D
A
の
当
時
の
関

心
事
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
。

対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
小
麦
、
米
、
粗
粒
穀
物
の
三
品
目
で
あ
り
、

世
界
は
、
経
済
的
、
地
理
的
お
よ
び
政
治
的
基
準
に
基
づ
き
一
一
一
一
の
国
ま

た
は
地
域
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

G
R
A
I
N
モ
デ
ル
は
二
種
類
あ
る
。
モ
デ
ル

I
は
、
世
界
の
穀
物
需

給
に
関
す
る
一
連
の
同
時
決
定
方
程
式
か
ら
な
り
、
モ
デ
ル
E
は
、
こ
の

同
時
決
定
方
程
式
を
含
ん
だ
よ
り
大
き
な
線
形
計
画
モ
デ
ル
で
あ
る
。

モ
デ
ル

I
は
、
各
地
域
に
お
け
る
三
つ
の
穀
物
の
各
々
に
つ
い
て
の
需

要
お
よ
び
供
給
方
程
式
群
と
各
地
域
内
お
よ
び
各
地
域
間
の
品
目
別
の
価

格
関
係
式
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
価
格
が
需
要
と
供
給

を
均
衡
さ
せ
る
媒
介
変
数
と
し
て
の
役
割
を
演
ず
る
。
モ
デ
ル
ー
で
は
、

人
口
や
所
得
等
の
外
生
変
数
を
与
え
た
時
、
均
衡
解
と
し
て
地
域
ご
と
の

各
品
目
の
価
格
、
需
要
量
、
供
給
量
が
求
め
ら
れ
、
需
要
と
供
給
の
差
と

し
て
純
輸
出
ま
た
は
純
輸
入
が
計
算
さ
れ
る
。

モ
デ
ル

E
で
は
、
輸
送
関
係
お
よ
び
制
度
的
、
政
策
的
制
限
に
基
づ
く

制
約
式
と
輸
送
費
最
小
と
い
う
目
的
関
数
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
モ

デ
ル
E
に
よ
れ
ば
、
モ
デ
ル
I
と
同
様
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
加
え
て
、
地



規模

産品 1， 2， 3，………………...……...M 

生産地域 j= 1，2，3，…...・H ・.....…...・H ・..…N

消費地域晶 1，2， 3， ...・H ・..…..，・H ・....…...N

供給方程式 (MxN)

QSrEldtJPSzj=Azj 

需要方程式 (MxN)
... 

QDik-"2J bikPDik=Aik 

市場交換方程式 (M)

(3〉 21QSzj-21QDu=o 

農場 卸価格関係式 (MxN)

(4) PStj-CijPWtj=MSij 

消費者一一卸価格関係式 (MxN)

(5) PDik-dik円Vik=MDik

卸価格の同値式 (MxN)

(6) PWij=PWik j =kの場合

卸一一輸出価格関係式 (MxN)

(7) PW'j一円jPEij=ME'j

卸一一輸入価格関係式 (MxN)
く7つPWik-eikPlik=MI叫

地域関係式 (MCN-l))

(8) Plik-PEij=Mijk 

Grainモデルの同次決定方程式第 2表

(1) 

(2) 

域
間
の
貿
易
量
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
得

ら
れ
る
ほ
か
、
政
策
効
果
の
評
価
を
行

な
え
る
。
し
か
し
モ
デ
ル

E
は
、
線
形

計
爾
に
お
け
る
最
適
解
と
予
測
と
の
関

連
に
つ
い
て
一
般
的
に
説
明
が
困
難
で

あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
作
業
コ
ス
ト
が

モ
デ
ル

I
に
く
ら
べ
か
な
り
高
く
な
る
。

こ
の
た
め
、

G
R
A
I
N
モ
デ
ル
の
改

良
は
、
そ
の
後
モ
デ
ル

I
に
基
づ
い
て

い
る
。

出所:USDA， World Demand Prospects for Grain in 1980， 1971， p.25. 

第

Z
表
は
モ
デ
ル
の
基
本
構
造
式
を

示
す
。
実
際
に
用
い
ら
れ
た
最
終
モ
デ

ル
は
三
つ
の
穀
物
と
二
二
地
域
に
区
分

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
M
商
品
数

お
よ
び
N
地
域
数
で
一
般
化
さ
れ
て
い

る
。
第
3
表
は
モ
デ
ル
に
お
け
る
変
数

の
説
明
で
あ
る
。

G
R
A
I
N
モ
デ
ル
は
、
世
界
初
の

実
用
的
な
多
品
目
、
多
地
域
を
対
象
と

す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
価
格
に
よ
る
需
給

均
衡
モ
デ
ル
と
し
て
画
期
的
な
も
の
で

O 



Grainモデルの変数名

QSij =j地域における i産品の生産量

QDik= k地域における i産品の需要量

PSij = j地域における i産品の生産者価格

PDik=島地域における i産品の消費者価格

PWij=PWik=各地域における i産品の卸売価格

PEij=j地域における i産品の輸出価格

PIik =是地域における z産品の輸入価格

既知とされる変数

Aij=QSijに影響を与える m個の要素からなる関数関係.この関係は

肥料の使用水準や技術の変化を示す変数等の要素を含む

Aik=QDikに影響を与える m偶の要素からなる関数関係.この関係は

人口，所得，噌好の変化等の特殊な需要の変重主要素を含む

MSij=j地域における z産品の農場 卸売価格差

""fDik= k地域における t産品の卸売価格と輸入価格との価格差

i¥fEij= j地域における i産品の卸売価格と輸出価格との価格差

Mijk= j地域における i産品の輸出価格と h地域における輸出価格との差

出所:USDA， World Demand Prospects for Grai目nin 1980， 1971， p.24. 

第 3表

一O
四

し
か
し
な
が
ら
こ
の
モ
デ
ル
は
、
第
一
に
単
純
な
線
形
方
程
式

の
み
か
ら
な
り
、
第
二
に
逐
年
の
因
果
関
係
を
無
視
し
た
静
学
均
衡
モ
デ

ル
で
あ
り
、
第
三
に
畜
産
物
や
油
糧
種
子
の
需
給
と
穀
物
需
給
の
関
連
が

体
系
内
で
は
明
示
的
に
は
示
さ
れ
て
い
ず
、
事
後
的
な
チ
ェ
ッ
ク
に
と
ど

(

7

)

 

ま
り
、
第
四
に
供
給
に
つ
い
て
、
単
収
、
収
穫
面
積
、
作
況
等
の
決
定
要

因
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
限
界
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
第
三
、
第
四
の
点
を
中
心
に
改
良
を
加
え
て
G
O
L
モ
デ
ル
が
開
発
さ

れ
た
。

あ
っ
た
。

同

G
O
L
モ
デ
ル

前
述
の
よ
う
に
、

U
S
D
A
は
}
九
七
八
年
四
月
、
一
九
八
五
年
の
世

界
食
糧
需
給
予
測
を
公
表
し
た
。
こ
の
予
測
で
用
い
ら
れ
た
の
が
、

G
O

L
モ
デ
ル
で
あ
る
。

対
象
品
目
は
穀
類
(
の

g
g
m
)
が
小
麦
、
米
、
粗
粒
穀
物
(
と
う
も
ろ

こ
し
、
こ
・
つ
り
ゃ
ん
、
大
麦
、
ラ
イ
麦
、
ォ
l
ト
麦
、
ミ
レ
ッ
ト
等
そ
の

他
穀
物
)
の
三
品
目
、
油
種
種
子

(orsLm)
が
一
品
目
(
大
豆
、
お

よ
び
綿
実
、
菜
種
、
亜
麻
仁
、
ひ
ま
わ
り
、
落
花
生
、
コ
プ
ラ
、
魚
粉
の

粕
の
重
量
換
算
)
、
畜
産
物

9
Z
2窓口
r
p
a
Z
2
4
が
六
品
目
(
牛

肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
、
羊
肉
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
卵
)
と
な
っ
て
お
り
、
合

計
一

O
品
目
で
あ
る
。
な
お
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
需
要
は
さ
ら
に
飲
用
乳
、

チ
l
ズ
、
バ
タ
l
の
三
品
目
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。



地
域
区
分
は
、
先
進
国
が
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

E
C
旧
加
盟
グ
ル

ー
プ
、

E
C
新
加
盟
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
他
西
欧
諸
国
、
日
本
、
オ
セ
ア
ニ

ア
、
南
ア
フ
リ
カ
の
八
地
域
、
計
画
経
済
国
が
、
ソ
連
、
東
欧
、
中
国
の

三
地
域
、
開
発
途
上
国
が
一
七
地
域
、
合
計
二
八
地
域
に
区
分
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
こ
の
モ
デ
ル
に
含
ま
れ
る
ア
メ
リ
カ
に
係
わ
る
方
程
式
群

と
は
別
に
詳
細
な
ア
メ
リ
カ
農
業
モ
デ
ル
が
作
製
さ
れ
、

G
O
L
モ
デ
ル

と
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

モ
デ
ル
の
基
本
構
造
は
、

G
R
A
I
N
モ
デ
ル
と
変
わ
ら
な
い
が
、
方

程
式
の
本
数
は
大
幅
に
増
え
て
合
計
九
三

O
本
よ
り
成
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
行
列
の
形
で
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
書
け
る
。

h
N
H
同

こ
こ
で
A
は
、
線
形
関
係
を
示
す
九
三

O
の
行
と
列
か
ら
成
る
係
数
の

正
方
行
列
で
あ
り
、

X
は
九
三

O
個
の
内
生
変
数
ベ
ク
ト
ル
、

H
は
外
生

変
数
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
X
に
つ
い
て
解
け
ば
、

M
円
リ
み
l
H
司

と
な
り
、
外
生
変
数
ベ
ク
ト
ル
H
の
具
な
っ
た
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
た
予

測
値
が
求
ま
る
。

G
O
L
モ
デ
ル
の
、
数
学
的
解
は
こ
の
よ
う
に
し
て
求
ま
る
が
、
モ
デ

ル
の
構
造
か
ら
み
た
均
衡
は
二
つ
の
部
分
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。
第
一

は
地
域
(
国
)
レ
ベ
ル
の
均
衡
で
あ
り
、
第
二
は
世
界
レ
ベ
ル
の
均
衡
で

あ
る
。
地
域
レ
ベ
ル
で
は
需
要
と
供
給
の
不
均
衡
は
純
輸
出
入
と
な
っ
て

《
ノ

I
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

あ
ら
わ
れ
る
が
、
世
界
レ
ベ
ル
で
は
輸
出
と
輸
入
は
等
し
い
、
つ
ま
り
在

庫
の
増
減
を
無
視
す
れ
ば
、
世
界
全
体
の
需
要
と
供
給
が
均
衡
す
る
。
こ

の
需
給
の
均
衡
を
媒
介
す
る
の
が
価
格
で
あ
る
が
、
品
目
別
、
国
別
、
取

引
段
階
別
の
価
格
は
、
価
格
関
係
式
を
通
じ
て
直
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、

ま
た
、
品
目
聞
に
お
い
て
は
、
各
需
要
方
程
式
お
よ
び
生
産
方
程
式
に
お

け
る
交
差
弾
性
値
を
通
じ
て
間
接
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

典
型
き
な
方
程
式
を
日
本
を
例
に
と
っ
て
み
て
み
よ
う
。

第
4
表
は
日
本
の
牛
肉
の
需
要
方
程
式
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
牛
肉
、

豚
肉
、
鶏
肉
の
価
格
に
係
わ
る
係
数
は
、
各
種
の
研
究
文
献
を
参
考
と
し

て
決
め
ら
れ
た
弾
性
値
と
基
準
年
次
(
一
九
七
O

/
七
一
年
度
〉
の
変
数

の
値
か
ら
副
計
算
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
各
方
程
式
は
線
形
で
あ
る
の

で
、
弾
性
値
は
変
数
の
値
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
今
、
線
形
方

程
式
の
被
説
明
変
数
を

y
、
説
明
変
数
を
え
そ
の
係
数
を
d

と
す
る
と
、

も
け
礼
h
t
¥ハ
宅
¥
札
h
吋

¥'F

札
u
t
¥
礼
V
門
川
川
島

か
ら

白

U
3
×
h

門¥ハ宅

と
な
っ
て
、
決
め
ら
れ
た
弾
性
茜
P
は
、
変
数
の
一
定
年
次
の
値
と
組
み

合
わ
せ
て
の
み
特
定
の
係
数
に
対
応
さ
せ
ら
れ
る
。

小
麦
、
穀
物
お
よ
び
油
糧
種
子
の
需
要
は
、
食
用
の
他
に
飼
料
用
に
つ

い
て
も
独
自
の
需
要
方
程
式
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
畜
産
の
生
産

と
の
関
連
が
加
わ
り
、
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
需
要
方
程
式
の
説

一O
五



GOLモデルにおける日本の牛肉の需要方程式第 4表

JPQBD= -0.2529 JPPDB+0.0812 JPPDP+0.01349JPPDZ 

+ 172. 8+291(1 + 1. 2(0. 05452)+0. 01073+0. 02)'f 

ここで，

JPQBD:牛肉の需要量

JPPDB:牛肉の消費者価格

JPPDP :豚肉の タ

JPPDZ :鶏肉の タ

T タイムトレンド(予測U='9三までの年数〉

第 2行の第 l項:定数項

c )内第 2項の1.2: 1人当たり個人消費支出弾性値

0.05452: 1人当たり個人消費支出の年平均成長率

第 3項の0.01073:人ロの年平均増加率

第 4項の0.02:噌好の年変化率

， 
i 

r 

出所:USDA， Alternative Futures for World Food in 1985， Volume 3， 

1979， p.26より.

O 
ノ、

明
変
数
に
は
、
当
該
口
問
お
よ
び
代
替
品
の
価
格
の
他
に
、
各
畜
産
物
の
生

産
量
と
価
格
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
外
生
変
数
に
生
産
性
(
飼
料
効
率
)
の

向
上
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
タ
イ
ム
ト
レ
ン
ド
項
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、

G
O
L
モ
デ
ル
で
用
い
ら
れ
た
肉
類
の
需
要
の
価
格
弾
性
値
、
交

差
弾
性
値
、
所
得
弾
性
値
を
、
各
種
弾
性
値
の
例
と
し
て
第
5
表
に
示
し

て
あ
る
。

第
6
表
は
日
本
の
米
の
収
穫
面
積
と
生
産
量
の
方
程
式
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
、
価
格
に
係
わ
る
係
数
は
、
各
種
の
研
究
文
献
を
参
考
に
し
て

決
め
ら
れ
た
弾
性
値
と
基
準
年
次
の
変
数
の
値
か
ら
計
算
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
方
程
式
の
定
数
項
は
、
基
準
年
に
こ
の
方
程
式
を
当
て
は
め
る

こ
と
に
よ
り
、
初
期
値
調
整
項
と
し
て
計
算
さ
れ
る
。
生
産
の
価
格
弾
性

値
は
、
第
一
次
的
に
、
面
積
と
単
収
の
別
に
決
め
ら
れ
た
価
格
弾
性
値
の

和
か
ら
計
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
方
程
式
の
中
に
単
収
を
求
め

る
式
を
与
え
て
、
収
穫
面
積
と
単
収
の
積
か
ら
生
産
量
を
求
め
る
こ
と
を

し
な
い
の
は
、
こ
の
場
合
に
は
全
体
系
の
線
形
性
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、

前
述
の
よ
う
な
逆
行
列
を
用
い
て
解
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
生
産
方
程
式
の
中
に
外
生
変
数
と
し

て
投
入
財
の
費
用
指
数
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
『
ニ

0
0
0年
の
地

球
』
で
示
さ
れ
て
い
る
右
油
価
格
等
の
上
昇
な
ど
に
よ
る
農
業
生
産
コ
ス

ト
の
影
響
を
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
耕
種
作
物
に
つ
い
て
、
作
付
け
上
の
競
合
作
物
の
価
格
が



第 5表 GOLモデルにおける肉類の需要の弾性値

価格に対する弾性億

項 目 牛 肉
1豚肉|鶏肉|羊肉1:性E

フイニイ|その他
1シュト

アメりカ

牛肉 7 イニイシュト .4 

牛肉，その他 .4 i -.8 .3 

豚内 .4 一.8

鶏肉 .3 .2 -1. 0 .8 

羊肉

EC旧 6カ国

牛肉 一.7 .3 .6 

豚肉 .5 一.8 .12 .5 

鶏肉 .38 .5 -1. 07 1.0 

羊肉 .15 .15 一.25 O 

EC新加盟 3カ国

牛肉 一.6 .2 .7 

豚肉 .18 一.8 .2 .17 .45 

鶏肉 .3 .3 一.6 1.0 

羊肉 O 

その他の西欧諸国

牛肉 一.6 .2 .7 

豚肉 2 一.7 .2 .6 

鶏肉 .2 一.8 .9 

羊肉 15 .15 -.25 O 

日 本

牛肉 -1.2 .26 .35 1.2 

豚肉 .20 一.90 11 .9 

鶏肉 .50 . 17 -1. 10 .6 

羊内 一.4 .2 .3 一.4 .5 

O 
オセアニ 7

七 牛肉 一.5 .2 O 

豚肉 .2 一.4 .0 

鶏肉

羊肉 .4 O 

出所:USDA， Alternative Futures for World Food in 1985， Volume 1， 

1979， p.51. 



GOLモデルにおける日本の米の収穫面積と生産方程式

JPHAR=ーJ.212 JPPSS+0.233 JPPSR十0.8160JPHAT 

十 13.845-5.4T

JPQSR = 1 J. 08 JPPSR+3. 84 JPHAR 

+573.13-22目 18JPZI+48T

第6表

ここで

第 l式

JPHAR:米の収穫面積

JPPSS 大豆の生産者価格

JPPSR :.米の ク

JPHAT:耕地面積計

T タイムトレソド

第 2式

JPQSR:米の生産量

JPPSR 米の生産者価格

JPHAR:米の収穫面積

JPZI 投入財のコ λ トの指数

T タイムトレンド

一O
八

生
産
方
程
式
必
め
る
い
は
収
穫
面
積
の
方
程
式
に
含
ま
れ
る
の
は
理
解
で

き
る
が
、
畜
産
物
(
た
と
え
ば
牛
肉
)
の
生
産
方
程
式
の
説
明
変
数
に

他
の
畜
産
物
(
た
と
え
ば
豚
肉
、
鶏
肉
な
ど
)
の
価
格
が
組
み
込
ま
れ
、

(

8

)

 

そ
れ
ら
相
互
間
の
競
争
を
考
慮
す
る
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
多

く
の
先
進
国
に
お
い
て
畜
産
物
相
互
間
に
生
産
面
で
競
争
が
あ
る
と
想

定
す
る
こ
と
は
現
実
的
と
は
い
え
な
い
。

さ
て
、

G
O
L
モ
デ
ル
は
、
以
上
説
明
し
て
き
た
需
要
方
程
式
、
生

産
方
程
式
の
ほ
か
、
需
要
量
、
生
産
量
と
純
輸
出
入
量
の
関
係
を
示
す

定
義
式
と
し
て
の
地
域
内
均
衡
式
、
生
産
者
価
格
と
消
費
者
価
格
の
関

係
を
示
す
方
程
式
、
消
費
者
価
格
と
輸
出
入
価
格
の
関
係
を
示
す
方
程

式
が
品
目
別
、
地
域
別
に
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
、
各
地
域
の
輸
出
入
価

格
を
相
互
に
関
係
事
つ
け
る
方
程
式
と
、
世
界
全
体
と
し
て
の
需
要
量
と

生
産
量
を
均
衡
さ
せ
る
式
が
加
わ
っ
て
全
方
程
式
体
系
が
構
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
古
建
立
方
程
式
を
用
い
た
予
測
は
、
ま
ず
、
予
測
年
に
お
け

る
外
生
ベ
ク
ト
ル
を
計
算
し
、
こ
れ
に
、
前
述
の
よ
う
に
係
数
行
列
の

逆
行
列
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
生
解
と
し
て
の
、
各
品
目
別
、
地

域
別
の
需
要
量
、
生
産
量
、
純
輸
出
入
量
、
各
段
階
の
価
格
が
求
め
ら

れ
る
。以

上
が
G
O
L
モ
デ
ル
の
基
本
構
造
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

点
は
、
需
要
と
生
産
が
予
測
年
次
に
お
け
る
価
格
水
、
準
に
よ
り
同
時
に

決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
農
業
生
産
に
お

出所:第 4表に同じ.



け
る
意
志
決
定
と
実
際
の
収
穫
に
は
半
年
程
度
の
時
間
の
遅
れ
が
あ
り
、

し
か
も
そ
こ
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
、
通
常
そ
の
後
一
年
間
と
い
う
時
間

的
経
過
の
中
で
消
費
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
モ
デ
ル
は
需
給
の
規
定
要
因
の
変
動
に
対
し
て
価
格
を
媒

介
と
す
る
調
整
が
行
な
わ
れ
る
十
分
な
時
聞
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
う

意
味
で
は
長
期
予
測
用
の
静
学
的
均
衡
モ
デ
ル
で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、
線
形
方
程
式
体
系
で
あ
り
、
需
要
方
程
式
、

生
産
方
程
式
の
い
ず
れ
の
点
か
ら
み
て
も
、
価
格
変
化
や
、
外
生
変
数
の

想
定
が
基
準
年
次
の
値
に
対
し
て
限
界
的
な
も
の
(
通
例
二
、
《
三
割
)
で
、

あ
る
範
囲
内
で
は
現
実
的
で
あ
る
が
、
大
き
な
変
化
に
対
し
て
は
非
現
実

的
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
供
給
不
足
の
場
合
は
、
も

っ
と
も
ら
し
い
結
果
が
得
ら
れ
で
も
、
供
給
過
剰
の
場
合
に
問
題
か
多
い
。

通
常
、
線
形
体
系
の
モ
デ
ル
は
短
中
期
の
予
測
で
の
み
有
効
で
あ
る
。
こ

の
意
味
で
G
O
L
モ
デ
ル
を
『
二

0
0
0年
の
地
球
』
の
よ
う
に
基
準
年

か
ら
み
て
三

O
年
後
の
予
測
に
用
い
る
こ
と
は
、
モ
デ
ル
の
性
格
か
ら
み

て
き
わ
め
て
乱
暴
な
使
い
方
で
あ
り
、
予
測
結
果
を
み
る
に
あ
た
っ
て
十

分
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

注
(

l

)

こ
の
章
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は
注
の
(

2

)

か
ら
(

4

)

に一万

し
た
報
告
書
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(
2
)
5
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切
手
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。
へ
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回

R
ロ
ア
叫
4
b
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C
h
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N
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R
E
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河
内
、
。
之
さ

h
b代

句、
d
白
人
町
、
R
U
3
∞0
・
邦
訳
、
逸
見
謙
三
監
訳
『
西
暦
二

0
0

0
年
の
地
球
』
。

(

6

)

注
の
(

3

)

の
報
告
書
、
一
ペ
ー
ジ

(
7
〉

U
S
D
A
は
こ
の
穀
物
の
需
給
予
測
と
並
行
し
て
畜
産
物
、

治
糧
種
子
の
需
給
予
測
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

(

B

)

注
の
(

4

)

の
報
告
書
、
第
三
巻
、
三
ペ
ー
ジ
。

(

I

)

 

世
界
食
糧
冊
給
モ
デ
ル

四

H
a林
水
産
省
の
世
界
食
糧
冊
給
予
測

一
九
七
二
年
の
ソ
連
の
不
作
に
伴
う
穀
物
の
大
量
買
付
け
等
を
契
機
と

し
て
、
世
界
の
穀
物
需
給
は
、
一
九
六

0
年
代
の
過
剰
基
調
か
ら
、
一
変

し
て
逼
迫
し
、
不
安
定
性
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
問
、
わ
が
国

は
一
九
六

0
年
代
を
通
じ
て
、
食
糧
の
海
外
依
存
度
を
強
め
、
食
糧
の
輸

入
大
国
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
、
農
林
水
産
省
は
、

食
糧
の
供
給
不
安
を
背
景
に
、
食
糧
政
策
全
般
の
再
検
討
に
着
手
凶
、
そ

の
一
環
と
し
て
世
界
的
な
食
榎
需
給
の
動
向
の
分
析
と
予
測
を
行
な
う
こ

と
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
一
九
七
三
年
度
に
お
い
て
「
世
界
の
食
糧
需
給

一O
九



《
ノ
l
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

の
構
造
変
化
と
そ
の
見
通
し
に
関
す
る
調
査
」
が
行
な
わ
れ
、
海
外
食
糧

需
給
事
情
に
関
す
る
現
地
調
査
、
世
界
の
気
象
変
化
と
作
物
生
産
と
の
関

連
の
調
査
と
並
ん
で
世
界
食
糧
需
給
モ
デ
ル
の
開
発
と
予
測
の
研
究
が
進

め
ら
れ
た
。

こ
の
研
究
は
、
農
林
省
内
に
設
け
ら
れ
た
「
世
界
農
産
物
需
給
予
測
研

究
会
」
(
主
査
、
逸
見
謙
三
東
大
教
授
)
の
指
導
の
も
と
に
、
上
述
の
世
界

食
糧
事
情
調
査
団
報
告
、
世
界
の
気
象
変
動
と
農
産
物
生
産
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
て
、
日
本
独
自
の
世
界
食
糧
需
給
モ
デ
ル
を
開
発
し
、
予
測
を

行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
と
こ
れ
を
用
い
た
一
九
八
五
年
に

至
る
予
測
結
果
は
、
一
九
七
四
年
八
月
公
表
さ
れ
、
こ
の
年
一
一
月
開
催

さ
れ
た
世
界
食
糧
会
議
に
も
わ
が
国
代
表
団
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
。
こ
こ

で
開
発
さ
れ
た
モ
デ
ル
を
、
以
下
、

W
B
F
モ
デ
ル
(
者
2
5
ω
E片

岡
り

2
L
玄
D
L
乙
)
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。

こ
の
モ
デ
ル
は
、
そ
の
後
、
筆
者
に
よ
り
F
A
O
に
お
け
る
農
産
物
需

(

3

)

 

給
予
測
用
モ
デ
ル
と
し
て
改
良
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
農
林
水

産
省
(
大
臣
官
房
企
画
室
)
に
お
い
て
、

F
A
O
で
の
研
究
成
果
や
、

G

O
L
モ
デ
ル
を
参
考
に
し
て
、
対
象
品
目
、
地
域
区
分
、
モ
デ
ル
の
構
造

と
解
法
、
パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
択
等
全
般
に
わ
た
っ
て
改
由
民
か
加
え
ら
れ
、

新
た
に
世
界
食
糧
需
給
モ
デ
ル
と
し
て
完
成
さ
れ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
の
概

要
と
二

0
0
0年
ま
で
の
予
測
結
果
は
、
一
九
八
二
年
三
月
農
政
審
議
会

に
、
わ
が
国
の
食
糧
安
全
保
障
政
策
立
案
の
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
提

一一

O

(

4

)

 

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
公
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
新
た
に
開
発
さ

れ
た
モ
デ
ル
を
新
W
B
F
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。
以
下
、

W
B

F
モ
デ
ル
、
新
W
B
F
モ
デ
ル
の
順
に
紹
介
す
る
。

同

w
B
F
モ
デ
ル

一
九
七
四
年
と
い
う
時
点
で
農
林
省
(
当
時
)
が
世
界
食
糧
需
給
モ
デ

ル
の
開
発
と
予
測
の
研
究
を
行
な
う
に
至
っ
た
経
過
は
前
述
の
通
り
で
あ

り
、
そ
の
主
要
な
目
的
は
、
わ
が
国
の
食
糧
の
安
全
供
給
の
た
め
の
政
策

立
案
の
判
断
資
料
と
し
て
、
「
中
間
的
(
一
九
八

O
年
前
後
)
お
よ
び
長

期
的
(
一
九
八
五
年
前
後
)
に
お
け
る
主
要
穀
物
お
よ
び
こ
れ
と
関
連
す

(

5

)

 

る
主
要
畜
産
物
の
世
界
的
な
需
給
の
見
通
し
を
行
な
う
こ
と
」
と
さ
れ
た
。

基
準
年
次
は
一
九
七
三
年
で
あ
る
。

対
象
品
目
は
、
穀
類
六
品
目
(
米
、
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
大
麦
、

ソ
ル
ガ
ム
・
ミ
レ
ッ
ト
、
大
豆
)
お
よ
び
畜
産
物
四
品
目
(
牛
肉
、
豚
肉
、

鶏
肉
、
牛
乳
)
の
計
一

O
品
目
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
区
分
は
二
五
地
域

で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
等
主
要
生
産
国
お
よ
び
消
費
国

は
、
一
地
域
と
し
て
区
分
し
、
他
は
地
理
的
、
経
済
的
基
準
に
よ
り
い
く

つ
か
の
国
を
ま
と
め
て
地
域
の
区
分
を
行
な
っ
て
い
る
。

モ
デ
ル
の
因
果
関
係
の
流
れ
は
第
二
図
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
主
要

点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
各
品
目
の
需
要
は
、
人
口
ま
た
は
家
畜
飼
養
頭
羽
数
(
主
と
し
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出所:世界農産物需給予測研究会編『世界食糧需給モデノレによる需給展望』

(農林統計協会刊，昭和49年)， 14ページより.



《ノ
l
卜
》

世
界
食
緬
需
給
予
測
の
方
法

て
飼
料
用
に
用
い
ら
れ
る
穀
物
に
も
と
.
つ
い
て
乳
牛
換
算
さ
れ
た
頭
数
)

単
位
当
た
り
が
、
当
該
品
お
よ
び
競
争
品
の
価
格
、
一
人
当
た
り
国
内
総

生
産
ま
た
は
タ
イ
ム
ト
レ
ン
ド
を
説
明
変
数
と
し
て
決
ま
る
。

穀
物
の
生
産
は
収
穫
面
積
と
単
収
に
分
け
ら
れ
る
。
収
穫
面
積
は
、
当

該
品
お
よ
び
作
付
け
競
合
日
間
の
前
年
の
価
格
と
ト
レ
ン
ド
お
よ
び
ア
メ
リ

カ
に
つ
い
て
生
産
調
整
ダ
ミ
ー
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
単
収
は
地
域
全
体
と

し
て
の
肥
料
投
下
量
、
同
じ
く
ト
ラ
ク
タ
ー
台
数
、
作
況
に
よ
っ
て
決
ま

る
が
、
前
二
者
は
前
年
の
地
域
内
の
農
業
総
生
産
、
国
内
総
生
産
、
農
業

援
助
受
け
取
り
(
開
発
途
上
国
の
場
合
の
み
〉
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

宙
産
物
の
生
産
は
、
畜
種
別
飼
養
頭
羽
数
と
単
位
当
た
り
生
産
量
に
分

け
ら
れ
る
が
、
頭
羽
数
は
前
年
の
頭
羽
数
、
生
産
物
の
需
要
量
、
当
該
品

の
価
格
か
ら
決
ま
り
、
単
位
当
た
り
生
産
量
は
ト
レ
ン
ド
と
当
該
品
の
価

格
で
決
ま
る
。

各
品
目
の
国
際
価
格
は
、
穀
類
に
つ
い
て
は
シ
カ
ゴ
市
場
の
期
近
か
の

年
間
平
均
価
格
、
畜
産
物
に
つ
い
て
は
、
主
要
生
産
国
の
当
該
産
品
の
国

内
卸
売
価
格
と
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
在
庫
変
動
(
穀
類
に
つ
い
て
の
み
〉

を
含
め
て
世
界
の
需
要
と
供
給
が
一
致
す
る
点
に
お
い
て
決
ま
る
。
各
地

域
の
価
格
は
、
全
て
国
際
価
格
と
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
こ
れ
と
ト
レ
ン
ド

と
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

W
B
F
モ
デ
ル
は
、
大
部
分
が
非
線
形
の
約
一

0
0
0本
の
連
立
方
程

式
よ
り
構
成
さ
れ
、
地
域
ご
と
に
人
口
、
非
農
業
G
D
P
、
作
物
別
の
作

況
等
の
与
件
を
与
え
れ
ば
、
価
格
を
媒
介
と
し
て
、
在
庫
変
動
を
含
め
て

世
界
計
で
の
需
給
が
均
衡
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
地
域
別
、
品
目

別
の
需
要
量
、
生
産
量
、
価
格
等
が
逐
年
ご
と
に
決
ま
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

W
B
F
モ
デ
ル
は
、
関
数
式
が
約
一

0
0
0本
あ
り
、
そ
の
う
ち
同
時

決
定
さ
れ
る
も
の
が
約
四

O
O本
も
あ
り
、
膨
大
な
方
程
式
を
選
択
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
個
別
関
数
式
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
多

数
の
関
数
型
を
想
定
し
て
お
き
、
モ
デ
ル
全
体
系
と
の
関
連
で
、
簡
便
に

変
換
し
て
体
系
内
に
組
み
入
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
。
個
々
の
関

数
式
の
フ
ィ
ッ
ト
の
良
さ
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

そ
の
こ
と
が
必
ず
し
も
モ
デ
ル
の
部
品
と
し
て
す
ぐ
れ
た
関
数
式
で
あ
る

こ
と
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
部
品
と
し

て
の
個
別
の
構
造
方
程
式
の
入
れ
換
え
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
、
そ
の
推
計
は
直
接
最
小
二
乗
法
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
ご
く
短
期
間
に
一
万
五
千
本
も
の
関
数
式
を
推
計
し
、
モ
デ
ル
体
系

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
み
て
最
良
の
方
程
式
の
選
択
を
行
な
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
7
表
に
W
B
F
モ
デ
ル
開
発
に
あ
た
っ
て

推
計
さ
れ
た
需
要
関
数
の
タ
イ
プ
を
示
し
た
。
実
際
に
は
、
品
目
に
よ
り
、

地
域
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
関
数
の
タ
イ
プ
が
選
択
さ

れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
需
要
関
数
に
限
ら
ず
、

W
B
F
モ
デ
ル
で
用
い



第 7表 WBFモデルにおける需要関数の関数式タイプ

( 1人当たりもしくは l頭当たり需要量〉

数変明類種の式数関

格

得

格

産

産

ド

生

価

内

生

y

'

国

得

'

内

レ
得所

国

ト

価得 格

得

格

" 

トレンド，価格

トレジド，価格

トレ γ ド

トレンド，価格

得，価

所

所

得，価

所

所

所

1

2

3

4

5

6

7

B

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

 

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

 

q

u

A
せ

Rυ

〆
0

2

2

2

2

 

" 
" 
" 

注. D:需要 N:人口 y: 1人当たり GDP L:総家畜飼養頭数(家

畜単価換算) Pi:当該品の価格 Pk1:代替品の価格 Pk2 :他の代替

品の価格 t タイムトレ γ ド

出所:世界農産物需給予測研究会編『世界食糧需給モデルによる需給展望』

(1974年)， 92-93ページより.
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《
ノ
l
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

ら
れ
た
個
々
の
方
程
式
の
関
数
形
は
、
非
線
形
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
回

帰
そ
の
も
の
の
計
算
は
、
変
数
の
対
数
変
換
、
逆
数
変
換
後
の
変
数
に
つ

い
て
線
形
の
関
数
で
あ
る
と
い
う
制
約
内
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

モ
デ
ル
体
系
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
内
生
変
数
の
積
の
形
の
定
義
式
を
含

め
、
非
線
形
体
系
と
な
っ
て
お
り
、
線
形
体
系
モ
デ
ル
の
よ
う
に
逆
行
列

解
法
で
解
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

W
B
F
モ
デ
ル
で
は
、
非
線
形
連
立
方

程
式
の
近
似
的
な
解
を
求
め
る
方
法
と
し
て
、
各
品
目
ご
と
に
は
ニ
ュ
ー

ト
ン
・
ラ
フ
ソ
ン
法
に
よ
る
収
束
計
算
を
行
な
い
、
全
品
目
の
均
衡
解
を

求
め
る
に
つ
い
て
は
、
ガ
ウ
ス
・
ザ
イ
ヂ
ル
法
に
よ
る
反
復
計
算
を
採
用

し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
W
B
F
モ
デ
ル
で
は
、
方
程
式
の
推
計
シ
ス
テ
ム
と
モ

デ
ル
の
解
法
と
の
両
面
に
お
い
て
き
わ
め
て
柔
軟
に
関
数
の
タ
イ
プ
の
変

化
に
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お
り
、
現
実
の
対
象
の
構
造
の

近
似
的
な
反
映
と
し
て
の
モ
デ
ル
の
有
効
性
を
高
め
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

W
B
F
モ
デ
ル
は
、
構
造
方
程
式
の
推
計
に
用
い
ら

れ
た
デ
l
タ
が
、
一
九
五
七
年
か
ら
一
九
七
二
年
と
い
う
、
穀
物
の
過
剰

を
基
調
と
し
、
か
つ
全
世
界
的
な
経
済
の
高
度
成
長
を
特
徴
と
す
る
時
期

の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
需
要
、
生
産
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
価
格

反
応
が
き
わ
め
て
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
問
題
と
し
て
、
モ
デ
ル
の

開
発
シ
ス
テ
ム
に
重
点
が
あ
っ
て
、
開
発
さ
れ
た
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
方

程
式
の
吟
味
は
、
ト
レ
ン
ド
で
説
明
さ
れ
る
式
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
一
四

必
ず
し
も
十
分
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
モ
デ
ル
の
全
般
的

組
み
立
て
か
ら
み
て
も
、
相
互
に
き
わ
め
て
代
替
性
の
高
い
粗
粒
穀
物
を

三
品
目
に
限
定
し
て
扱
う
な
ど
の
問
題
点
を
有
し
て
い
る
。

同

新

W
B
F
モ
デ
ル

一
九
八
二
年
四
月
に
農
林
水
産
省
(
大
臣
官
房
企
画
室
〉
が
公
表
し
た

世
界
食
糧
需
給
予
測
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、

W
B
F
モ
デ
ル
を
改
良
し
た

新
W
B
F
モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
の
モ
デ
ル
の
対
象
品
目
は
、
小
麦
、
米
、
粗
粒
穀
物
、
大
一
旦
の
穀
類

四
品
目
、
牛
乳
、
乳
製
品
、
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
、
羊
肉
、
卵
の
畜
産
物

六
品
目
計
一

O
ロ
附
目
で
あ
る
。
旧
W
B
F
モ
デ
ル
に
く
ら
べ
、
粗
粒
穀
物

が
一
本
化
さ
れ
、
代
わ
り
に
、
羊
肉
と
卵
の
二
日
間
目
が
追
加
さ
れ
、

G
O

L
モ
デ
ル
の
対
象
品
目
と
油
糧
種
子
が
大
豆
の
み
で
あ
る
こ
と
を
除
い
て

ほ
ぼ
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
区
分
は
、
第
8
表
に
示
す
と
お
り
三
七
地
域
あ
り
、
旧
W
B
F
モ

デ
ル
の
二
八
地
域
、

G
O
L
モ
デ
ル
の
二
八
地
域
よ
り
か
な
り
多
く
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
と
の
比
較
に
も
配
慮
し
て
区
分
し
て
い
る
。

新
W
B
F
モ
デ
ル
の
因
果
関
係
の
流
れ
は
、
基
本
的
に
旧
モ
デ
ル
と
同

じ
で
あ
る
。
旧
モ
デ
ル
と
の
比
較
で
み
た
モ
デ
ル
の
主
要
な
改
良
点
は
、

前
述
の
対
象
品
目
、
地
域
区
分
の
ほ
か
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
パ
ラ
メ
ー
タ
を
各
種
の
研
究
文
献
等
の
多
様
な
情
報
に
基
づ
い



新WBFモデルの地域区分第 8表

⑨そ

等

①米国 ②カナダ ③オセアニア ④南アフリカ

⑤フラ γス ⑥西ドイツ ⑦イタリ 7 ⑧イギリス

の他EC諸国 ⑩その他西欧諸国 ⑪日本

名国域地

0) 先進国地域

(司輸出地域
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より.

て
決
定
し
て
お
り
、
モ
デ
ル
の
関
数
の
タ
イ
プ
も
パ
ラ
メ
ー
タ
の

推
計
上
の
制
約
(
線
形
回
帰
)
を
離
れ
て
考
え
て
い
る
。

第
二
に
穀
類
に
つ
い
て
、
需
要
を
、
食
用
、
飼
料
用
別
に
決
め

て
い
る
。

第
三
に
輸
出
関
数
、
輸
入
関
数
を
組
み
込
み
、
圏
内
市
場
の
相

対
的
強
立
性
を
考
慮
し
て
い
る
。

第
四
に
、
家
畜
飼
養
頭
羽
数
の
説
明
変
数
の
う
ち
、
飼
料
価
格

お
よ
び
生
産
物
価
格
値
を
中
小
家
畜
に
つ
い
て
は
当
期
と
す
る
な

ど
、
畜
産
物
の
生
産
と
、
飼
料
需
給
の
関
連
を
基
本
的
に
同
時
決

定
と
し
て
い
る
。

第
五
に
耕
地
面
積
お
よ
び
か
ん
が
い
面
積
の
制
約
を
明
示
的
に

各
耕
種
作
物
の
生
産
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
モ
デ
ル
で
は
旧
W
B
F
モ
デ
ル
に
く
ら
べ

か
な
り
大
胆
な
改
良
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
第
三
、
第
四
の
点
に

つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
全
体
と
し
て
の
安
定
性
お
よ
び
現
実
過
程
の

近
似
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
検
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

第
五
の
点
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
が
不
足
し
て
お
り
、
信
頼
し
得

る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
計
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
新
W
B
F
モ
デ
ル
に
は
以
下
の
よ
う
な
限
界
が
あ
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
農
産
物
の
国
際
需
給
に
は
、
各
国
の
外
貨
準
備
や
為
替

一
一
五



《
ノ

l
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

相
場
な
ど
の
金
融
上
の
要
因
の
影
響
が
大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
組
み
込
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
圏
内
価
格
と
国
際

価
格
を
リ
ン
ク
す
る
に
当
た
っ
て
も
、
各
国
の
貿
易
政
策
お
よ
び
園
内
農

業
政
策
の
影
響
を
明
示
的
に
は
組
み
込
ん
で
い
な
い
。
さ
ら
に
、
大
豆
の

需
給
に
つ
い
て
、
他
の
油
糧
種
子
や
魚
粉
等
の
競
合
品
が
対
象
と
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
そ
の
影
饗
が
無
視
さ
れ
て
い
る
。

注
(

1

)

こ
の
章
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は
注
の
(

2

)

と
(

4

)

に
示
し

た
報
告
書
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

(

2

)

世
界
農
産
物
需
給
予
測
研
究
会
(
主
査
逸
見
謙
三
)
編
『
世

界
食
糧
需
給
モ
デ
ル
に
よ
る
需
給
展
望
』
(
昭
和
四
九
年
)
。

(

3

)

『
一
九
八
一
年
度
日
本
農
業
経
済
学
会
報
告
要
旨
』
所
収
、

個
別
報
告
、
犬
賀
圭
治
「
世
界
食
糧
需
給
モ
デ
ル
開
発
の
方
法

と
展
望
」
。

(

4

)

農
林
統
計
協
会
編
『
日
本
の
食
料
安
全
保
障
を
考
え
る
』

(
昭
和
五
八
年
)
の
(
付
)
「
世
界
食
料
需
給
モ
デ
ル
に
よ
る

こ

0
0
0
年
の
電
給
見
通
し
」
。

(
5
〉
注
の
(

2

)

の
報
告
書
、
三
ペ
ー
ジ
。

五

(

I

)

 

M
O
I
R
A
 

H
オ
ラ
ン
ダ
学
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
予
測

M
O
I
R
A
と
い
う
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
自
由
大
学
と
農
業
大
学
の
数

理
経
済
学
者
、
農
業
経
済
学
者
、
農
学
者
等
の
学
者
遠
か
ら
構
成
さ
れ
る

一
一
六

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
世
界
食
糧
需
給
見
通
し
と

そ
の
問
題
点
に
関
す
る
研
究
の
過
程
で
開
発
さ
れ
た
宮
邑
巳
え
『
仲
良
-

E
Z
D
Eご
u
z
t
c
s
z
k
F官
庁
z
r
z
z
の
略
称
で
あ
る
。
そ
の
研
究

成
果
は
同
名
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
一
九
七
九
年
に
公
刊
さ
れ
て
お

(

2

)

 

り
、
農
業
総
合
研
究
所
の
研
究
員
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
邦
訳
も
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
以
下
こ
の
報
告
書
に
よ
り
な
が
ら
、

M
O
I
R
A
に
つ
い
て
概
説

す
る
。こ

の
研
究
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
提
起

さ
れ
た
問
題
、
つ
主
り
一
一
一
世
紀
と
い
う
超
長
期
で
み
て
、
世
界
の
人
口

の
増
加
に
見
合
い
、
す
べ
て
の
人
々
の
必
要
を
充
た
す
十
分
な
食
糧
の
生

産
が
可
能
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
研
究
の
過
程
に
お
い
て
は
ロ

ー
マ
・
ク
ラ
ブ
か
ら
は
一
般
的
な
精
神
的
支
持
を
受
け
る
と
い
う
ル
ー
ズ

な
関
係
に
と
ど
ま
り
、
研
究
資
金
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
農
水
省
と
外
務
省
お

よ
び
民
間
基
金
か
ら
提
供
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
は
、
「
世
界
の
食
糧
問
題
を
正
に
分
配
問
題
」
と
し
て
と
ら

え
、
こ
れ
を
「
十
具

E
面
か
ら
と
り
上
げ
た
数
少
な
い
計
量
経
済
学
的
研
究

〈

3
〉

で
あ
る
。
」
と
唯
是
康
彦
に
よ
っ
て
、
適
切
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
地
域
区
分
は
基
本
的
に
国
別
と
な
っ
て
お
り
、
一

O
六
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
方
程
式
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
、

一
九
六
四
t
六
六
午
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
デ
l
タ
を
用
い
て
直
接
最
小

二
乗
法
で
推
計
さ
れ
、
各
国
の
特
殊
性
は
、
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
・
デ
l



タ
に
つ
い
て
の
撹
乱
項
を
構
造
的
特
性
と
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
り
処
理
さ

れ
て
い
る
。潜

在
食
糧
生
産
力
と
可
消
費
蛋
白
質
換
算

こ
の
研
究
は
、
出
発
点
と
し
て
、
世
界
の
潜
在
可
耕
地
か
ら
産
出
さ
れ

る
最
大
限
に
可
能
な
食
糧
の
生
産
水
準
の
推
計
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の

潜
在
食
糧
生
産
力
の
推
計
で
は
、
ま
ず
、

F
A
O
/
U
N
E
S
C
O
か
ら

一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
新
世
界
土
壌
地
図
』
等
を
基
礎
に
世
界
を

二
二
二
の
広
域
土
壌
地
域
に
区
分
し
、
こ
れ
か
ら
潜
在
可
耕
地
面
積
を
約

三
七
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
推
計
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
世
界
の
食
糧
問
題

|
ア
メ
リ
カ
大
統
領
科
学
諮
問
委
員
会
報
告
』
(
一
九
六
七
年
)
で
推
計

さ
れ
、
ロ
ー
マ
・
ク
ラ
ブ
・
レ
ポ
ー
ト
『
成
長
の
限
界
』
で
も
利
用
さ
れ

た
約
三
二
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
潜
在
可
耕
地
面
積
と
比
せ
ら
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

同潜
在
可
耕
地
面
積
を
ベ

l
ス
に
土
性
、
降
雨
量
、
気
温
、
日
射
量
等
の

気
候
デ
ー
タ
お
よ
び
濯
瓶
可
能
性
に
関
す
る
評
価
等
に
基
づ
き
、
光
合
成

の
物
理
的
限
界
か
ら
考
え
ら
れ
る
穀
物
換
算
の
絶
対
最
大
潜
在
生
産
力
は

約
四
九
八
億
ト
ン
と
推
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
世
界
の
穀
物
生
産

は
、
既
耕
地
全
体
の
約
六
五
%
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
、
潜
在
可
耕
地
全
体
の
六
五
%
で
穀
作
が
行
な
わ
れ
る
と
仮
定
す
る
と
、

穀
物
換
算
の
絶
対
最
大
潜
在
生
産
力
は
、
約
三
二
四
億
ト
ン
と
推
計
さ
れ

《
ノ

I
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

る
。
こ
れ
は
、
一
九
七
九
t
一
九
八
一
年
の
世
界
の
穀
物
生
産
量
約
二
ハ

億
ト
ン
の
約
二

O
倍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
全
世
界
平
均
の
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
た
り
穀
物
換
算
絶
対
最
大
生
産
量
は
、
約
一
三
、
四
ト
ン
/
年
で
あ
り
、

大
陸
別
平
均
で
み
る
と
、
南
ア
メ
リ
カ
が
最
高
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
最
低

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
気
候
条
件
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ

る。
と
こ
ろ
で
、

M
O
I
R
A
の
際
立
っ
た
特
徴
の
一
つ
は
、
可
消
費
蛋
白

質
。

3
2
5白
Z
O

同

U
S
Z
E
と
い
う
唯
一
の
食
糧
に
換
算
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
食
糧
生
産
な
ら
び
に
食
糧
消
費
は
す
べ
て
人
間

に
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
消
費
さ
れ
る
植
物
性
蛋
白
質
、
つ
ま
り
、
可

消
費
蛋
白
質
の
重
量
に
換
算
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
単
純

化
は
、
一

O
六
と
い
う
多
数
の
国
を
対
象
と
し
て
、
農
業
部
門
、
非
農
業

部
門
別
の
人
口
を
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
六
つ
の
所
得
階
層
に
分
け
て
食
糧
需

要
の
推
計
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
の
重
点
を
所

得
分
配
の
変
化
の
影
響
の
評
価
に
置
き
な
が
ら
も
、
モ
デ
ル
全
体
を
操
作

可
能
な
範
囲
に
と
ど
め
て
お
く
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

可
消
費
蛋
白
質
と
い
ろ
測
定
単
位
の
選
択
は
、
次
の
諸
点
を
考
慮
し
て
行

な
わ
れ
て
い
る
。

同
農
業
部
門
の
す
べ
て
の
生
産
物
は
、
植
物
生
産
に
基
づ
い
て
い
る
。

倒
測
定
は
、
生
産
過
程
の
技
術
的
性
格
を
入
れ
て
光
合
成
過
程
で
生

産
さ
れ
る
パ
イ
オ
マ
ス
で
表
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

七



∞ 

耕地面積および農業生産量

可|農「 l生 産 量

域
面 積耕地面積11)Xloo (1965年〕 生産量喧Xl∞(4)/(1)Xl

地
何 回((瀬川臨)I{印 刷

(百万加〕|(百万ha)1例川回一kg) 例 例
(1) I 12) I (3) i (4) I (5) I (6) I (7) 

~[:アメリカ 220 546 40 397 7， 159 5.5 14.0 

西ヨーロッパ 12ヲ 147 88 233 2，192 10.7 12.1 

日本 6 日 75 29 111 26.1 35.0 

オー スト ラリ ア
5ヲ 284 21 86 2，723 3.2 15.0 

』まか

東ヨーロッパ
228 522 44 322 6，042 5.3 12.0 

(ソ速を含む〉

先進工業国小計 702 1，507 47 1，067 19，228 5.5 11. 7 

ラテソアメリカ 122 695 18 173 14，599 1.2 6.8 

中東 52 111 47 35 1，038 3.4 7.2 

熱帯 77Vカ 174 643 27 91 11，681 0.8 2.9 

南アジア 266 382 70 248 7，520 3.3 i 4. 7 

中国 111 349 32 267 3，992 21. 0 

開発途上国小言十 725 2，180 33 815 I 38，830 2.1 6.3 

第9表

8.2 

注. 1965年の教の数値は1964-66午の平均値.

出所:H. Linnemann他，MOT丸4.， 1979. 邦訳書， 11ページより.
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一
一
八

判
バ
イ
オ
マ
ス
に
含
ま
れ
る
蛋
白
質
の

量
は
土
壌
中
の
有
効
窒
素
と
直
接
関
連

づ
け
ら
れ
る
。

同
植
物
生
産
物
の
一
部
は
、
動
物
に
よ

り
畜
産
物
に
変
換
さ
れ
て
、
人
間
に
消

費
さ
れ
る
が
、
畜
産
物
は
蛋
白
質
食
糧

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
可
消
費
蛋
白
質
へ
の
変
換
は
、

農
業
生
産
物
全
体
の
中
で
、
畜
産
と
い
う
土

地
か
ら
の
間
接
的
な
生
産
割
合
が
大
き
く
な

る
こ
と
に
伴
い
、
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
つ

こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
、
先
に
推
計
さ
れ
た
穀
物
換
算

の
潜
在
的
絶
対
最
大
生
産
力
は
、
一

O
六
の

国
ま
た
は
地
域
区
分
ご
と
に
、
こ
れ
を
構
成

す
る
土
壌
地
帯
の
最
大
収
量
に
基
づ
き
再
集

計
さ
れ
、
さ
ら
に
可
消
費
蛋
白
質
に
換
算
さ

れ
る
。
第
9
表
は
、
こ
の
結
果
を
集
計
し
て

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
可

消
費
蛋
白
質
換
算
の
最
大
農
業
生
産
量
は
、

約
五
八
億
ト
ン
と
推
計
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、



一
九
六
五
年
の
可
消
費
蛋
白
質
換
算
の
農
業
生
産
量
約
一
・
九
億
ト
ン
に

対
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
同
欄

の
農
業
生
産
の
開
発
率
と
も
い
う
べ
き
比
率
は
、
日
本
が
最
も
高
い
が
、

そ
れ
で
も
約
二
七
%
に
過
ぎ
ず
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
一
一
%
、
北
ア
メ
リ

カ
が
五
・
五
%
と
続
く
が
、
開
発
途
上
国
は
平
均
で
わ
ず
か
二
・
一
%
と

き
わ
め
て
低
い
水
準
に
あ
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
る
最
大
農
業
生
産
量
水
準
は
、
す
べ
て
の
地
域
に
お
い

て
、
人
為
が
関
与
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
成
長
環
境
が
最
適
水
準
に
維
持
さ
れ

る
と
い
う
全
く
の
仮
説
的
状
況
下
に
お
い
て
理
論
的
に
考
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
が
完
全
に
充
足
可
能
で
あ
る
と
し

て
も
、
こ
れ
を
現
実
に
達
成
す
る
た
め
に
は
、
農
業
お
よ
び
関
連
部
門
に

お
け
る
膨
大
な
資
本
、
労
働
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
投
入
が
必
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
よ
う
な
広
範
囲
な
農
業
生
産
の
拡
大
が
、
自
然
生
態
系
に
及

ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要

(
4〉
(

5

)

が
あ
る
。

同
腹
業
生
産
の
決
定

M
O
I
R
A
に
お
け
る
農
業
生
産
の
決
定
は
、
土
地
集
約
度
関
数
、
土

地
生
産
関
数
お
よ
び
労
働
流
出
関
数
等
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

全
農
業
生
産

(
T
Y
)
は
、
全
潜
在
可
耕
地
面
積

(
A
〉
と
同
単
位
当

た
り
収
量
(

Y

)

の
積
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。

《
ノ
l
卜
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

MOIRAにおける土地集約度関数

y Z坐壬三一
-YASY+Z 

Z=α(JF7-4)+r-i+St 

第 10表

ここで，

Y:潜在可耕地面積 1ha当たり収量

YASY: ha当たりの最大収量(可消費蛋白質換算の圏別最大生産量

を面積Aで除したもの〕

Z: ィ γ プット・ミ~ {1ス

A:国別潜在可耕地面積

C:資本

L:労働

0:， s， r パラメータ

Oi :国別構造的偏侍

一
一
九

出所:H. Linnemann他，MOIRA， 1979，邦訳書， 128ページより作成.



収量上限

収量

Y 

YASY 

一一一
O

Z 
インプノトミγクス

土
地
集
約
度
関
数
は
、
第

ω表
に
示
す
よ
う
に
、
収
量
(

Y

)

を
イ
ン

プ
ッ
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
を
表
わ
す
変
数

(
Z
)
に
よ
っ
て
説
明
す
る
式
と
Z

を
決
定
す
る
式
か
ら
成
っ
て
い
る
。
土
地
集
約
度
関
数
は
、
第
三
図
で
み

る
よ
う
に
、
単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
量
の
上
限
を
考
慮
し
、
イ
ン
プ
ッ

ト
・
ミ
ッ
ク
ス
の
限
界
生
産
性
が
逓
減
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ

で
、
農
業
労
働
L
は
デ
ー
タ
上
の
制
約
か
ら
農
業
人
口
が
使
わ
れ
て
い
る
。

労
働
と
代
替
す
る
資
本
C
は
、
農
用
ト
ラ
ク
タ
ー
が
利
用
可
能
な
デ
l
タ

と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。

土
地
生
産
関
数
は
、
モ
デ
ル
の
中
で
は
肥
料
の
需
要
関
数
と
し
て

町

H
2
吋
+
も
+
コ

と
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
F
は
肥
料
の
需
要
量
、

Y
は
前
述
の
潜
在
可
耕
地
面
積
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
収
量
、
日
と
』
は
パ
ラ
メ
ー
タ
、
れ
は
国
別
構
造
的
偏
俗

で
あ
る
。

MOIRAにおける土地集約度関数

MOl九4.， 1979， p. 109. 

第 3図

出所:H. Linnemann他，

生
産
の
決
定
は
、
農
業
者
が
生
産
物
に
対
す
る
期
待
価
格
(
』
u
J
と
得

ら
れ
る
収
量

(
Y
〉
か
ら
投
入
費
用
を
控
除
し
て
得
ら
れ
る
期
待
所
得

(て
J
を
最
大
に
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
と
仮
定
し
て
求
め
ら
れ
る
。
投

入
費
用
と
し
て
は
肥
料

(
F
)
と
資
本
(

C

)

が
考
え
ら
れ
る
。
当
年
度

の
農
業
生
産
の
意
志
決
定
は
、
前
年
度
の
肥
料
価
格

(
F
M
O
N
)
と
資

本
価
格

(
C
M
O
N
)
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
る
。
最
大
化
さ
れ
る
関
数
は

で
F川
(
』

u
f同
13r向。
z
n
1
1
h
d
)
与
ー
の
去
。
2
7
1
門川町



と
書
け
る
。
こ
こ
で
C
E
は
実
際
に
使
用
さ
れ
る
資
本
で
あ
る
。
労
働
に

つ
い
て
も
、
実
際
に
働
く
労
働
者
L
E
が
導
入
さ
れ
た
上
で
、
収
量
(
Y
)

と
イ
ン
プ
ッ
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
(

Z

)

が
定
式
化
さ
れ
る
。
こ
こ
で
農
業
労

働
者

(
L
E
)
は
、
外
生
の
人
口
総
数
と
労
働
流
出
関
数
に
よ
っ
て
先
決

さ
れ
る
。
期
待
価
格
(
h
v
J

は
、
一
期
前
の
原
料
農
産
物
価
格
の
基
準
年

水
準
か
ら
の
偏
差
の
期
待
水
準
(
(
己
司
、
同
勢
)
や
外
生
さ
れ
る
非
農
産
物

価
格
水
準
と
原
料
農
産
物
の
変
換
度
か
ら
、
や
は
り
先
決
的
に
決
定
さ
れ

る。
以
上
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
農
業
所
得
を
最
大
に
す
る
資
本
の
使

用
水
準
は
、
与
え
ら
れ
た
生
産
可
能
曲
線
(
資
本
と
収
量
と
の
関
係
)
と

等
所
得
曲
線
(
所
得
水
準
が
無
差
別
で
あ
る
よ
う
な
、
収
量
水
準
と
使
用

資
本
水
準
と
の
関
係
)
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
。
実
際
に

は
、
国
ご
と
の
資
本
使
用
量
、
肥
料
投
入
量
に
つ
い
て
三

t
四
回
の
収
束

計
算
に
よ
っ
て
最
適
解
、
が
求
め
ら
れ
る
。

農
業
か
ら
の
労
働
流
出
は
、
非
農
業
部
門
へ
の
労
働
力
流
出
を
あ
ら
わ

す
関
数
と
し
て
モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
労
働
流
出
関

数
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
関
数
で
は
、
非
農
業
部
門
に
お
け
る
年
間
労

働
流
入
率
を
、
二
つ
の
要
因
、
つ
ま
り
、
一
人
当
た
り
実
質
所
得
格
差
の

過
去
三
カ
年
の
幾
何
平
均
と
一
期
前
の
農
業
、
非
農
業
部
門
間
の
人
口
比

率
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

M
O
I
R
A
に
お
け
る
生
産
の
決
定
に
お
い
て
、
最
大
の
問
題
は
、
長

《
ノ

I
卜
》

世
界
食
温
需
給
予
測
の
方
法

期
的
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
資
本
使
用
量
〈
C
E
)
を
所
得
の
最
大
化
と
い

う
い
わ
ば
短
期
的
な
目
的
関
数
か
ら
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の

た
め
、
モ
デ
ル
の
解
と
し
て
の
C
E
の
水
準
は
不
安
定
と
な
っ
て
い
る
と

み
ら
れ
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
資
本
、
労
働
比
率
の
変
化
の
上
限
を
外

生
的
に
与
え
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
資
本
の
扱
い
方
は
肥
料
投

入
に
こ
そ
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
資
本
ス
ト
ッ
ク
に
関
し
て
は
、
投

資
関
数
と
資
本
ス
ト
ッ
ク
関
数
の
組
み
込
み
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。

同
食
糧
消
費
の
決
定

M
O
I
R
A
に
お
け
る
食
糧
消
費
は
、
各
国
の
農
業
、
非
農
業
の
部
門

ご
と
に
、
消
費
卓
空
主
ハ
つ
の
所
得
階
層
に
わ
け
そ
れ
ぞ
れ
ご
と
に
決
定
さ

れ
る
。
消
費
関
数
で
は
食
糧
消
費
を
実
質
所
得
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
購
買
力
と
し
て
の
実
質
所
得
の
分
配
が
食
糧
消
費
の
重
要
な
パ

ラ
メ
ー
タ
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
得
分
配
の
変
更
に

伴
う
飢
え
あ
る
い
ほ
栄
養
不
良
の
分
析
と
い
う
こ
の
研
究
の
目
的
を
可
能

と
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
消
費
関
数
は
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
一
二
に
分
割
さ
れ
た
階

層
ご
と
に
与
え
ら
れ
る
が
、
関
数
形
は
第
日
表
お
よ
び
第
四
図
に
一
示
す
と

お
り
で
あ
る
。
関
数
の
パ
ラ
メ
ー
タ
は
、

F
A
O
の
食
糧
消
費
と
栄
養
に

関
す
る
調
査
デ

l
タ
や
各
国
の
家
計
消
費
デ
l
タ
の
カ
ン
ト
リ
ー
-
ク
ロ

ス
セ
ク
シ
ョ
ン
・
J

ア
l
タ
か
ら
推
計
さ
れ
て
い
る
。



MOIRAにおける食糧消費関数第 11表

CONSis=min[念日(町一日)J
ここで，

COλTSis:部門(農，非農別)Sの所得階層 iにおける l人当たり

食糧消費

FP' :部門Sにおける食費量価格

Ris 部門S，所得階層 zの l人当たり実質所得

日， s， r パラメータ

。i. 構造的な定数としての国別偏侍

出所:前表に同じ 邦訳書， 182ページより作成.

R~ Ris 
臨界所得 l人当たり実質所得

MOIRAにおける食糧消費関数

MOIRA， 1979， p.159. 
第 4図

出所:H. Linnemann他，

MCONS" 

1人当たり
消費量

一一一一一

こ
の
消
費
関
数
で
は
、
食
糧
消
費

は
一
定
の
所
得
水
準

F
九
ま
で
は

全
所
得
が
食
糧
消
費
に
支
出
さ
れ

(
限
界
消
費
性
向
は
一
)
、
こ
の
水

準
を
超
え
る
と
、
所
得
水
準
の
上
昇

に
伴
っ
て
食
糧
消
費
性
向
は
低
下
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
農
業
部
分
の
所
得
水
準
は
食
糧
生

産
に
依
存
し
て
決
ま
る
。
部
門
別
、

階
層
ご
と
の
名
目
所
得
分
布
は
、
時

間
が
経
過
し
て
も
、
基
準
年
に
お
け

る
分
布
と
同
じ
と
仮
定
さ
れ
、
各
階

層
の
一
人
当
た
り
消
費
が
求
め
ら
れ

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
口
(
シ
ェ
ア

を
外
生
)
を
乗
じ
て
国
別
の
食
糧
消

費
量
、
が
決
ま
る
。

な
お
、
各
国
に
お
け
る
所
得
階
層

ご
と
に
変
数
「
飢
餓
」
(
旬
。
ミ

P句

)

が、

F
A
O
に
よ
る
食
糧
所
要
量
と

推
定
さ
れ
た
食
糧
消
費
の
プ
ラ
ス
の

議
離
に
、
そ
の
所
得
階
層
の
人
口
を



乗
じ
た
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
、
そ
の
世
界
全
体
の
総
和
が
世
界
の
飢
餓

と
し
て
得
ら
れ
る
。

国

M
O
I
R
A
の
均
衡
メ
カ
ニ
ズ
ム

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、

M
O
I
R
A
で
は
、
食
糧
生
産
は
、
期
待
価

格
水
準
に
依
存
し
て
決
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
期
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
持

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
今
期
の
食
糧
生
産
は
、
前
期
ま
で
の
変
数
に
依
存
し

(

6

)

 

て
先
決
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

M
O
I
L
A
で
は
、
農
業
部
門
に
お
け
る
食

糧
消
費
も
先
決
的
な
も
の
、
つ
ま
り
市
場
価
格
の
変
化
に
は
直
接
的
に
は

反
応
し
な
い
も
の
と
仮
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
へ
の
食
糧
供

給
は
、
総
生
産
か
ら
農
業
部
門
の
自
家
食
糧
消
費
を
差
し
引
い
た
も
の
と

し
て
先
決
さ
れ
る
。

非
農
業
部
門
に
お
け
る
圏
内
市
場
に
お
け
る
食
糧
需
要
は
、
そ
の
部
門

の
所
得
と
食
糧
価
格
水
準
に
依
存
し
て
い
る
。
部
門
所
得
は
政
府
の
食
糧

貿
易
政
策
に
結
び
つ
い
た
政
府
収
入
お
よ
び
支
払
い
の
影
響
を
受
け
て
い

る。
食
糧
の
消
費
者
価
格
は
政
府
の
食
糧
に
対
す
る
価
格
政
策
の
影
響
を
受

け
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
国
際
価
格
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
。

b
旬
、
同
H
U旬、同町骨
+
ι
X
U
H
1
H
v
l
b句
、
発
)

こ
こ
で
、
む
句
、
同
は
園
内
に
お
け
る
基
準
年
次
か
ら
の
食
糧
価
格
の

変
化
、
同
)
句
、
同
勢
は
政
府
に
と
っ
て
目
標
と
な
る
望
ま
し
い
圏
内
価
格
の

《
ノ

l
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

変
化
、
じ
句
、
は
食
糧
の
国
際
価
格
の
基
準
年
か
ら
の
変
化
で
あ
り
、

8

は
一
よ
り
小
さ
い
正
の
数
で
政
府
の
価
格
政
策
の
効
果
を
減
殺
す
る
も
の

と
し
て
の
国
際
価
格
の
浸
透
度
な
い
し
は
自
由
貿
易
の
追
求
の
程
度
を
あ

ら
わ
す
政
策
パ
-
フ
メ

l
タ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
各
国
の
食
糧
の
消
費
量
、
し
た
が
っ
て
ま
た
先
決
さ
れ
る

国
内
生
産
量
の
主
且
と
し
て
の
輸
出
量
ま
た
は
、
輸
入
量
は
、
一
個
の
国
際

価
格
に
依
存
し
て
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、

M
O
I
R
A
は、

国
際
市
場
に
お
け
る
輸
出
と
輸
入
が
均
衡
す
る
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
国
際

(
7
)
 

価
格
が
決
ま
る
}
般
均
衡
モ
デ
ル
の
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、

M
O
I
R
A
で
は
、
実
際
に
は
、
政
策
パ
ラ
メ
ー
タ
の
効
果

と
、
輸
出
入
関
税
と
農
業
補
助
金
に
対
す
る
予
算
制
限
が
複
雑
に
か
ら
み

あ
っ
て
作
用
す
る
た
め
、
国
際
価
格
の
均
衡
解
は
、
必
ず
し
も
一
つ
と
は

限
ら
ず
、
複
数
個
の
解
が
存
在
し
た
り
、
解
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
あ
り

得
る
。
そ
こ
で
宮
穴
際
の
収
束
計
算
で
は
、
均
衡
が
確
立
さ
れ
る
領
域
は
、

(

8

)

 

前
年
の
価
格
の
周
辺
の
領
域
(
前
年
の
価
格
に
対
し
て
+
二

O
O
)
に
限

定
さ
れ
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
範
囲
内
で
均
衡
解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に

は
、
世
界
市
場
は
構
造
的
ギ
ャ
ッ
プ
(
過
剰
あ
る
い
は
不
足
)
の
状
態
に

あ
る
と
し
て
、
政
策
変
数
S
を

0
・
九
五
に
な
る
ま
で
増
大
さ
せ
て
調
整

を
行
な
い
、
均
衡
解
を
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、

M
O
I
R
A
で
は
、
国
際
価
格
が
前
年
と
同
じ
で
あ
る
と
想

定
し
て
世
界
市
場
へ
初
期
に
計
画
さ
れ
た
純
輸
出
量
と
純
輸
入
量
の
ギ
ヤ

一
一一
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ツ
プ
の
一
部
は
在
庫
変
動
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
る
と
仮
定
し
て
い
る
。

M
O
I
R
A
で
は
、
こ
の
在
庫
変
動
に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
る
ギ
ャ
ッ

プ
部
分
は
S
T
A
B
W
E
A
と
S
T
A
B
F
R
と
し
て
表
示
さ
れ
、
前
者

は
通
常
の
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
八

O
%ま
で
を
カ
ヴ
ァ

l
し
、
後
者
は
、
気

候
変
動
を
原
因
と
す
る
産
出
変
動
の
九
0
4
F
ま
で
を
カ
ヴ
ァ
ー
さ
せ
て
い

る
。
こ
の
値
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
現
実
的
な
範
囲
で
の
価
格
お
よ
び
在

庫
変
動
を
実
現
す
る
た
め
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。

M
O
I
R
A
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
よ
れ
ば
、
も
し
、
こ
の
こ
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
が
低
い

値
に
固
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
価
格
は
き
わ
め
て
不
安
定
に
な
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
価
格
調
整
処
理
は
、
こ
の
在
庫
調
整
が

(

9

)

 

な
さ
れ
た
後
に
行
な
わ
れ
、
世
界
市
場
で
の
均
衡
解
が
計
算
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
在
庫
変
動
の
モ
デ
ル
へ
の
組
み
込
み
方
は
、

M
O
I
R

A
に
お
け
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
と
し
て
の
最
大
の
弱
点
を
な
し

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
在
庫
変
動
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
在
庫
の

放
出
の
源
泉
、
ま
た
は
蓄
積
の
結
果
と
し
て
の
在
庫
水
準
そ
の
も
の
、
さ

ら
に
こ
れ
と
国
際
価
格
水
準
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
「
在
庫
が
枯
渇
す

る
可
能
性
も
」
、
「
在
庫
積
増
し
お
よ
び
維
持
の
費
用
」
も
考
慮
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
全
く
無
視
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

M
O
I
R
A
の
他
の
重
大
な
弱
点
は
、
可
消
費
蛋
白
質
と
い
う
唯
一
の

生
産
物
に
換
算
し
て
、
食
糧
需
給
モ
デ
ル
を
構
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
過

度
な
ま
で
に
一
般
化
が
行
な
わ
れ
、
ま
た
集
計
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

一一一四

る
。
需
給
に
か
か
わ
る
各
種
の
政
策
は
生
産
や
消
費
と
と
も
に
、
品
目
ご

と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
に
抽
象
化
さ
れ
た
食
糧
の
レ
ベ
ル
の
モ
デ
ル
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
専
門
家
の
協
力
に
よ
る
総
合
的
検
討
と
い
う
こ
の
分
野
の
研
究
に
と
っ

て
不
可
欠
の
手
続
き
を
困
難
に
し
、
事
実
上
ご
く
一
部
の
専
門
的
研
究
者

以
外
に
は
理
解
し
難
い
も
の
と
し
て
い
る
。

と
は
い
え
、

M
O
I
R
A
は
、
分
配
問
題
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
世
界
の

食
糧
需
給
予
測
を
行
な
っ
た
数
少
な
い
研
究
成
果
で
あ
る
と
と
も
に
、

F

A
O
等
国
際
機
関
と
学
者
、
グ
ル
ー
プ
と
の
協
力
ゃ
、
自
然
科
学
者
と
社
会

科
学
者
と
い
う
幅
広
い
学
際
的
協
力
に
よ
る
研
究
と
し
て
評
価
さ
る
べ
き

多
く
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
と
く
に
、
人
口
増
加
率
、
所
得
分
配
の
変

化
、
非
農
業
部
門
の
成
長
率
、
食
糧
援
助
、
貿
易
自
由
化
、
国
際
価
格
の

安
定
化
政
策
、
富
め
る
国
に
お
け
る
消
費
削
減
な
ど
多
様
な
選
択
の
組
み

合
わ
せ
に
応
じ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
を
行
な
い
得
る
総
合
的
な
モ

デ
ル
の
枠
組
み
を
示
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

注
(

l

)

こ
の
章
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は
注
の
(

2

)

に
示
し
た
報
告

書
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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2
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紀
へ
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世
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食
糧
計
画

M
O
I
R
A
に
よ
る
予
測
』
(
昭
和



五
七
年
)
。

(

3

)

前
掲
邦
訳
書
、
監
訳
者
は
し
が
さ
、

-w
ベ
1
ジ。

(

4

)

前
掲
邦
訳
書
、
一
一
ペ
ー
ジ
。

(

5

)

本
研
究
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
「
こ
の
よ
う
な
仮
説
的
特
性
を

考
慮
し
て
も
な
お
:
:
:
少
な
く
と
も
来
た
る
べ
き
次
の
数
十
年

間
は
、
母
な
る
自
然
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
上
限
に
よ
り
、
世

界
の
食
糧
危
機
的
状
態
に
陥
る
こ
と
は
な
い
と
、
あ
る
程
度
の

確
信
を
持
っ
て
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
(
邦
訳
書
、
二
一
ペ
ー

ジ
)
と
し
て
い
る
。

(

6

)

前
掲
『
世
界
食
温
需
給
予
測
の
比
較
研
究
』
、
七

0
ペ
ー
ジ

で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
「
各
国
の
食
糧
生
産
、
食
糧
消
費
は

以
上
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
両

者
は
と
も
に
世
界
価
格

(
D
F
P
)
の
関
数
と
な
っ
て
く
る
。
」

と
し
て
い
る
が
、

M
O
I
R
A
に
お
け
る
食
糧
生
産
の
先
決
性

は
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(

7

)

前
掲
書
で
は
、
突
際
、

M
O
I
R
A
を
こ
の
よ
う
な
一
般
均

衡
モ
デ
ル
と
理
解
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
こ
の
そ
デ
ル
の
弱
点

に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

(
8
)
M
O
I
R
A
で
は
一
九
六
五
年
に
お
け
る
可
消
費
蛋
白
質
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
価
格
を
約
一

0
0
ド
ル
と
算
定
し
、

こ
れ
を
価
絡
の
単
位
の
一

O
O
と
し
て
い
る
。

(

9

)

前
掲
邦
訳
書
、
二
六
六

t
二
六
七
ペ
ー
ジ
。

《
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世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

ー，、
結

び

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
各
種
予
測
の
方
法
を
概
括
し
て
み
よ
う
。

F
A
O
の
予
測
で
は
、
で
き
る
限
り
多
く
の
品
目
と
多
く
の
国
を
対
象

と
し
、
需
要
と
生
産
を
独
立
に
推
計
し
て
い
る
。
需
要
は
人
口
と
所
得
の

み
の
関
数
で
あ
り
、
生
産
は
収
穫
面
積
と
単
収
に
分
け
な
が
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
ト
レ
ン
ド
の
延
長
を
基
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

F
A
O
の
予
測
で

は
、
関
数
型
の
選
択
と
多
く
の
専
門
家
の
協
力
に
よ
っ
て
現
実
的
な
予
測

を
行
な
い
、
近
年
で
は
、
価
格
に
よ
る
品
目
問
、
地
域
聞
の
需
給
の
調
整
、

総
合
化
を
図
る
と
と
も
に
、
前
提
条
件
の
変
化
に
よ
る
代
替
的
な
予
測
を

行
な
う
方
向
に
あ
る
。

U
S
D
A
は
、
穀
類
、
油
糧
種
子
、
畜
産
物
と
い
う
主
要
食
糧
を
対
象

に
、
世
界
を
二
八
地
域
に
区
分
し
て
、
総
合
的
な
需
給
均
衡
モ
デ
ル
と
し

て
の
G
O
L
モ
デ
ル
を
使
っ
て
予
測
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

G
O

L
モ
デ
ル
は
、
逐
年
の
因
果
関
係
が
組
み
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
目
標
年
単

年
で
の
静
学
的
需
給
均
衡
モ
デ
ル
で
あ
り
、
ま
た
線
形
体
系
モ
デ
ル
と
し

て
の
制
約
か
ら
み
て
、
安
定
的
な
長
期
予
測
に
耐
え
得
る
モ
デ
ル
と
は
い

え
な
い
。

わ
が
国
の
農
林
水
産
省
が
間
開
発
し
た
新
W
B
F
モ
デ
ル
は
、
対
象
品
目

は
G
O
L
モ
デ
ル
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
地
域
区
分
は
、
三
七
地
域
で
あ

る。

一
二
五
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新
W
B
F
モ
デ
ル
は
、
約
九
五

O
O本
の
非
線
形
の
連
立
方
程
式
か
ら

成
り
、
価
格
を
媒
介
変
数
と
し
て
、
在
庫
変
動
を
含
め
て
世
界
的
な
需
給

が
均
衡
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
収
穫
面
積
、
単
収
、
家
畜
頭
羽
数
、

需
要
量
、
価
格
等
の
求
め
る
べ
き
変
数
が
、
逐
年
ご
と
に
決
定
さ
れ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
計
は
多
様
な
文
献
情

報
に
基
づ
い
て
お
り
、
新
W
B
F
モ
デ
ル
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
型
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
、
非
線
形
モ
デ
ル
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
モ
デ

ル
は
、
作
況
変
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
除
け
ば
、
政
策
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
え
る
よ
う
な
枠
組
み
に
は
な
っ
て

い
な
い
と
い
う
弱
点
を
持
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
ト
レ
ン
ド
延
長
型
の

モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、

M
O
I
R
A
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学
者
に
よ
り
、
世
界

的
な
飢
え
と
栄
養
不
足
が
、
各
種
の
代
替
的
な
政
策
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

っ
て
、
長
期
的
に
解
決
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
分
析
す
る
こ
と
を
主
た

る
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。

M
O
I
R
A
で
は
、
ま
ず
、
詳
細
な
デ
l
タ
の
分
析
か
ら
世
界
的
な
潜

在
食
糧
生
産
力
の
推
計
を
行
な
い
、
こ
れ
を
生
産
の
上
限
と
す
る
土
地
集

約
度
関
数
が
基
本
と
な
っ
て
前
年
ま
で
の
食
糧
価
格
と
農
業
労
働
力
に
依

存
し
て
、
農
業
の
資
本
と
食
糧
生
産
が
先
決
さ
れ
る
。
一
方
、
農
、
非
農

の
部
門
別
、
所
得
階
層
別
に
食
糧
価
格
と
所
得
水
準
に
依
存
し
て
、
食
糧

需
要
量
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
国
内
価
格
は
国
際
価
格
と
リ
ン
ク
し
て
お

一一一ムハ

り
、
全
世
界
で
需
給
が
均
衡
す
る
点
で
価
格
は
決
ま
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
一
般
均
衡
モ
デ
ル
と
し
て
の
一
貫
性
は
必
ず
し
も
成
功

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
在
庫
変
動
や
貿
易
政
策
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
更

に
よ
っ
て
困
難
の
回
避
が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

M
O
I
R
A
で
は
可

消
費
蛋
白
質
に
食
岨
偶
需
要
も
生
産
も
換
算
さ
れ
て
お
り
、
モ
デ
ル
の
理
解

を
困
難
に
す
る
と
と
も
に
そ
の
結
果
の
意
味
あ
い
を
き
わ
め
て
抽
象
的
な

も
の
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
時
系
列
の
デ
ー

タ
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
計
を
行
な

っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
過
去
の
実
績
の
再
現
性
テ
ス
ト
を
一
切
行
な
っ
て

(

l

)

 

い
な
い
こ
と
で
あ
ヲ
Q
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
世
界
の
食
糧
需
給
の
計
量
的
予
測
の
方

法
は
、
単
一
方
程
占
内
に
よ
る
単
純
な
も
の
か
ら
、
連
立
方
程
式
体
系
に
よ

り
、
世
界
の
食
糧
垂
m給
の
全
体
構
造
を
シ
ス
テ
ム
的
に
把
握
し
た
複
雑
な

も
の
へ
と
発
展
し
て
き
た
。

経
済
変
量
相
互
の
量
的
関
係
は
、
こ
れ
を
近
似
的
に
一
定
の
関
数
で
表

示
し
、
こ
れ
に
経
済
的
意
味
づ
け
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
量
的
な
経

済
分
析
や
予
測
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
計
量
経
済
モ
デ
ル
の
開
発

は
、
研
究
対
象
の
構
成
要
素
(
変
数
)
相
互
聞
の
量
的
関
係
を
一
定
の
数

式
の
形
で
表
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
析
の
総
合
化
を
行
な
う
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
変
数
相
互
間
の
量
的
関
連
を
近
似
的
に
数
式
に
示
し
た
対



象
の
内
的
構
造
の
総
合
的
把
握
で
あ
る
。
こ
れ
を
世
界
食
糧
需
給
モ
デ
ル

の
開
発
に
即
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
世
界
全
体
の
食
糧
需
給
に
関
す
る

分
析
、
研
究
の
大
胆
な
総
合
化
を
試
み
る
こ
と
を
意
味
し
、
多
く
の
専
門

的
研
究
の
積
み
重
ね
と
、
そ
の
組
織
的
結
集
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
も
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
組
織
的
研
究
を
積
み
重
ね
る
努
力
を
し
っ
て
当
面
、

次
の
よ
う
な
方
向
で
、
我
が
国
に
お
い
て
開
発
さ
れ
て
き
た
W
B
F
モ
デ

ル
を
改
良
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
一
は
、
各
国
の
農
産
物
貿
易
政
策
や
農
業
に
対
す
る
補
助
政
策
を
計

量
的
に
把
握
し
て
モ
デ
ル
に
組
み
込
み
、
そ
の
変
化
の
影
響
を
分
析
す
る

こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
世
界
食
糧
需
給
に
関
す
る
総
合
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、

こ
れ
を
利
用
し
て
、
よ
り
信
頼
度
の
高
い
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
計
を
行
な
う

こ
と
で
あ
る
。

注
(

l

)

本
稿
で
取
り
扱
う
よ
う
な
大
規
模
な
モ
デ
ル
に
お
け
る
バ
ラ

メ

l

F
推
計
の
あ
り
方
、
再
現
性
テ
ス
ト
の
意
味
あ
い
、
モ
デ

ル
の
客
観
性
の
問
題
等
は
計
量
経
済
モ
デ
ル
の
根
本
問
題
で
あ

る
が
、
計
量
経
済
学
の
分
野
で
十
分
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い

い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え

方
は
今
後
の
課
題
と
し
て
後
日
別
稿
を
準
備
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
。

《ノ
i
ト
》

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

(
本
稿
は
、
特
別
研
究
「
日
本
農
業
の
構
造
と
展
開
方
向
」
の
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
)
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乗
り
入
れ
型
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
両
制
度
の
協
力
と
農
地
整
備
の

側
で
の
計
画
担
当
を
推
進
す
る
制
度
も
特
色
が
あ
る
。

三
つ
の
視
点
に
示
さ
れ
た
機
能
が
複
数
の
制
度
手
法
の
密
接
な
結
合
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
点
も
重
要
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
我
が
国
土
地
改
良
制
度
の
都
市
化
に
対
応
し
た
発
展
方
向

に
つ
い
て
西
ド
イ
ツ
制
度
が
示
唆
す
る
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
共
同
減
歩
制
度
の
拡
大
お
よ
び
開
発
事
業
農
地
整
備
の
導
入

と
、
こ
れ
か
ら
の
基
礎
と
な
る
職
権
主
義
の
採
用
に
よ
る
私
的
土
地
所
有

権
の
制
限
と
公
的
土
地
取
得
機
能
の
強
化
で
あ
る
。

第
二
に
、
土
地
改
良
事
業
へ
の
組
織
上
の
公
的
関
与
の
増
大
や
計
画
調

整
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
計
画
調
整
機
能
の
付
与
で
あ
る
。

第
三
に
、
都
市
計
画
制
度
と
の
調
整
お
よ
び
協
力
、
事
業
参
加
資
格
者

の
拡
大
等
に
よ
っ
て
、
村
落
居
住
地
区
等
の
都
市
整
備
的
領
域
を
実
質
的

に
担
当
し
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
分
析
結
果
は
、
個
々
の
制
度
に
つ
い
て
も
法
技
術
的
に
我
が
国

が
参
考
と
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

最
後
に
、
本
稿
で
設
定
さ
れ
た
分
析
視
点
が
西
ド
イ
ツ
お
よ
び
日
本
の

み
な
ら
ず
、
国
際
的
に
農
地
集
団
化
法
制
度
の
都
市
化
変
容
を
比
較
し
う

る
準
拠
枠
組
み
た
り
う
る
か
、
ま
た
他
の
各
国
に
対
し
て
も
西
ド
イ
ツ
と

同
様
の
発
展
方
向
を
考
え
得
る
か
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。

一
四
六

世
界
食
糧
需
給
予
測
の
方
法

大

圭

治

賀

世
界
の
食
糧
需
給
予
測
に
つ
い
て
は
、
国
連
食
糧
農
業
機
関

(
F
A
O
V

や
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
数
回
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て

き
た
が
、
わ
が
国
の
農
林
水
産
省
に
お
い
て
も
、
一
九
七
四
年
と
一
九
八

二
年
の
二
回
、
独
自
に
開
発
、
改
良
し
た
「
世
界
食
糧
需
給
モ
デ
ル
」
を

用
い
て
予
測
が
行
な
わ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
の
研
究
成

果
を
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
、
よ
り
す
ぐ
れ
た
世
界
食
糧
需
給
予
測
を
行

な
う
た
め
の
準
備
作
業
の
一
環
で
あ
り
、
上
述
の
三
つ
の
予
測
に
オ
ラ
ン

ダ
の
学
者
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
M
O
I
R
A
に
よ
る
予
測
を
加
え
た
四

つ
の
代
表
的
予
測
に
つ
い
て
、
そ
の
方
法
を
紹
介
し
、
考
察
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
モ
デ
ル
の
今
後
の
方
向
を
探
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

F
A
O
の
予
測
方
法
は
、
商
品
別
、
国
別
に
、
需
要
に
つ
い
て
は
、
人

口、

G
D
P
と
関
係

e

つ
け
て
、
生
産
に
つ
い
て
は
、
収
穫
面
積
と
単
収
の

ト
レ
ン
ド
に
よ
る
外
挿
値
を
ベ

l
ス
に
求
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
回
帰

式
の
型
に
は
、
一
次
式
の
他
に
、
両
対
数
式
、
片
対
数
式
、
対
数
・
逆
数

式
等
、
多
く
の
型
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
選
択
は
、
予
測
結
果
の
妥



当
性
に
つ
い
て
の
専
門
家
の
判
断
を
総
合
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
農
務
省
は
、
一
九
七
一
年
に
G
R
A
I
N
モ
デ
ル
を
開
発
し

た
が
、
一
九
七
八
年
に
は
、
こ
れ
を
改
良
、
拡
充
し
た
G
O
L
モ
デ
ル
を

用
い
て
、
一
九
八
五
年
の
予
測
を
行
な
っ
て
い
る
。
一
九
八

O
年
に
発
表

さ
れ
た
『
西
暦
ニ

0
0
0年
の
地
球
』
に
お
け
る
食
糧
需
給
予
測
も
こ
れ

に
よ
っ
て
い
る
。

G
O
L
モ
デ
ル
は
価
格
を
媒
介
と
す
る
需
給
均
衡
モ
デ

ル
で
あ
る
が
、
逐
年
の
因
果
関
係
が
組
み
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
目
標
年
で

の
静
学
的
均
衡
を
求
め
る
線
形
体
系
モ
デ
ル
と
い
う
性
格
か
ら
み
て
、
安

定
的
な
長
期
予
測
に
耐
え
る
モ
デ
ル
と
は
い
え
な
い
。

わ
が
国
の
農
林
水
産
省
が
開
発
し
た
世
界
食
糧
需
給
モ
デ
ル
は
、
対
象

品
目
一

O
品
目
、
三
七
地
域
区
分
に
よ
る
価
格
と
在
庫
変
動
を
媒
介
に
、

各
品
目
の
世
界
的
な
需
給
が
均
衡
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
各
年
の

需
要
、
生
産
、
価
格
等
が
逐
年
ご
と
に
決
定
さ
れ
る
非
線
形
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
、
政

策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
え
な
い
と
い
う
弱
点
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
M
O
I
R
A
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
学
者
集
団
に
よ
っ
て
、

代
替
的
な
政
策
の
選
択
に
よ
っ
て
世
界
的
な
飢
え
と
栄
養
不
足
が
解
決
可

能
か
ど
う
か
の
分
析
を
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、

食
糧
の
す
べ
て
が
可
消
費
蛋
白
質
と
い
う
も
の
に
換
算
さ
れ
た
上
で
、
世

界
的
な
潜
在
食
糧
生
産
力
の
推
計
値
を
基
礎
と
し
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

世
界
の
食
糧
需
給
が
決
ま
る
。
し
か
し
、
そ
の
予
測
結
果
の
意
味
あ
い
は

r-、
要

旨

一
般
均
衡
モ
デ
ル
と
し
て
必
ず
し
も
成
功
し
て

抽
象
的
で
あ
り
、
ま
た
、

、t
、。

U
+
z
h
u
 

以
上
の
各
モ
デ
ル
の
考
察
か
ら
、
わ
が
国
の
モ
デ
ル
の
今
後
の
改
良
に

つ
い
て
は
、
第
一
に
、
政
策
の
影
響
の
分
析
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
第
二

に
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ
り
、
信
頼
度
の
高
い
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
推
計
を

行
な
う
こ
と
の
こ
点
を
中
心
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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